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（午前１０時２分 開会） 

○香川良平委員長 ただいまから、民生常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は南野委員

を指名します。 

 先日に引き続き、議案第１号所管分及び

議案第１０号所管分の審査を行います。 

 質疑に入ります。 

 水谷毅委員。 

○水谷毅委員 それでは質問させていた

だきます。 

 まず、自治振興課です。予算概要の２８

ページに、市民活動支援事業がございます。

市民活動の支援に当たりまして、本市の現

在の取り組みと近隣市の状況について、お

伺いしたいと思います。 

 次に二つ目です。市民課です。３４ペー

ジ、個人番号カード交付事業についてです。

マイナンバーカードの普及率に関しては、

府下でも上位に位置しているということ

で、担当課をはじめとする取り組みを評価

いたしたいと思います。マイナポイント事

業などの影響もありまして、今後の申請見

込みをどのように考えておられるのか、お

尋ねします。 

 次に、７２ページの斎場管理事業につい

てです。ほかの委員の質問で、斎場の利用

者の市内、市外の利用者割合を考えますと、

約３割の方が市外の方の利用でありまし

た。現実には、近隣市での斎場の利用が逼

迫していることやコロナの影響であるこ

とも考えられます。現在、料金格差も設け

られておりますけども、それだけでは、市

内の方を優先した規定であるとは言い難

いものがあるのではないかと思っており

ます。現在の予約のシステムに課題がない

ものかと考えますけども、市外の業者が先

に仮押さえを行うことで、市内の利用者に

影響を与えていないものかどうか、お伺い

をいたします。 

 続いて、４点目。文化スポーツ課です。

温水プール管理事業について、４２ページ。

さきの質問にも屋上防水修繕設計監理事

業委託料で、太陽光パネルの話がありまし

た。これが環境に関係する補助金を活用し

ての事業であるのかどうか、お伺いいたし

ます。 

 次に５点目。４２ページの体育施設維持

管理事業についてです。この点については

要望になりますけども、テニスコートにつ

いてです。市民の方から、使用済みテニス

ボールの回収について、問い合わせがあり

ました。その方が枚方市営のテニスコート

を利用した際に、使用済みのボールの回収

ボックスを設置していたということで、枚

方市では、そのボールを加工いたしまして、

学校の椅子の脚につけて、騒音防止用とし

て再利用をされているようでありました。

私も摂津高校の図書室で同様の利用例を

拝見したことがあります。ほかにも野球の

練習用に活用している例もあるように伺

っております。資源の有効活用と、物を大

切にする教育にもつなげるためにも前向

きに取り組まれるように要望いたします。 

 続いて、６点目。産業振興課です。７８

ページの市民農園設置事業について。令和

２年度までの総合計画目標において、１万

３，０００平方メートルの市民農園の設置

目標があったと思いますけども、現在の進

捗状況について、教えてください。 

 次に７番目、８２ページのスクラッチカ

ード発行事業についてです。スクラッチカ

ードの実施につきましては、公明党でも、

毎年要望を重ね、実施をしていただいてい

る点、感謝を申し上げます。利用する市民

の方や商店にも定着し、大変、喜んでいた
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だいているものと思い、評価をいたしたい

と思います。新年度は今までの経過を考慮

し、どのような取り組みを考えておられる

のか、お伺いしたいと思います。 

 次に、８点目、環境政策課です。７０ペ

ージの環境美化事業について、さきの質問

にも上がっておりましたので、要望とさせ

ていただきたいと思いますが、きれいなま

ちづくりがよりよいまちづくりになると

考えまして、ウオーキングや散歩などでま

ちに繰り出す方々が日常的に美化意識を

持って、楽しく取り組んでいただけるよう

にという趣旨で、私も数年前に美化ボラン

ティア登録制度を提案させていただきま

した。その後、登録制度とジャンパーの提

供が行われるようになり、さらには、びか

ぼチューズデーの清掃活動の取り組みへ

と発展されましたことは、大変、喜ばしい

ことで感謝しております。 

 安威川以南地域では、びかぼの取り組み

がなく、要望していましたが、今後、試行

的に取り組まれる点、評価をいたしたいと

思います。私も、府の委嘱事業である、ア

ドプト・ロードの一員として、新幹線公園

の入り口から淀川までの区間を対象に毎

月清掃活動を続ける身として、大変、期待

しております。 

 安威川以南地域のびかぼを呼びかける

際にお願いしたいことがあります。数年前

まで鳥飼地域では、四つの連合自治会が年

１回、ファミリーレストランに集合した後、

分散して府道沿いを中心に清掃活動に取

り組まれておりました。現在では、鳥飼地

域の組織が解消に至ったこともあります

けども、自治会の負担軽減の意向もあった

のではないかと思っております。これから、

試行的な取り組みをされるにあたり、今ま

での経過を現場からよく確認していただ

いて、美化推進の趣旨はそれとして、真に

喜んでいただけるように、十分な配慮をい

ただけますように要望いたします。 

 最後９点目です。環境業務課です。７２

ページのごみ減量啓発事業、新年度の取り

組みについては理解をいたしました。これ

は要望になりますけども、広域化に合わせ

て、ごみの分別方法等の確認が中心になる

と思いますが、ごみステーションの現場の

意見を再度確認していただきたいと思い

ます。最近、市民の方から伺ったご意見と

しては、資源ごみを入れるコンテナが重く、

年を重ねると準備や片づけが大変であり、

自治会でその役割が当たった場合などは、

対応ができなくなり自治会退会もやむな

しとなってきたという話もありました。軽

量化されたコンテナも準備をされている

ことと思います。高齢化が進行した地域に

あっては、声をかけていただいて、この際、

対応をお願いしたいと思います。 

 また、新たに作成されるごみ分別の案内

については、できるだけ文字を少なくして、

イラストなどを用いて視覚的に分かりや

すいものにしていただけますよう要望い

たします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 それでは、答弁を求め

ます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、質問番

号１番、予算概要２８ページ、市民活動支

援事業に関連するご質問について、お答え

させていただきます。 

 まず、本市の市民活動支援団体に対する

取り組み状況でございますが、平成２４年

９月に摂津市における協働と市民公益活

動支援の指針を策定し、市民活動の支援を

目的とした講座の開催や市民公益活動補
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助金の創設など、市民活動を促進し、多様

な担い手による協働のまちづくりを広げ

る施策を展開しているところでございま

す。 

 北摂の近隣市への市民活動への支援に

つきましても、各市とも市民団体が行う公

益活動に対して、本市と同様に講座や研修

会を開催されたり、助成制度や補助金制度

を設けて支援されている状況となってご

ざいます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります二つのご質問にお答えさせて

いただきます。 

 質問番号２番、マイナンバーカードの今

後の申請見込みについてでございます。 

 今年１月からマイナポイント第２弾が

スタートをしております。現在は、マイナ

ンバーカードの新規作成に伴う５，０００

ポイントのみ先行スタートをしており、今

後、健康保険証とのひもづけによる７，５

００ポイント、それから、金融口座とのひ

もづけによる７，５００ポイントが６月頃

から開始する予定となっております。その

ため、６月以降は申請件数が増加すると見

込まれます。また、先週、国から７５歳以

上のカード未取得者に対して、一斉にＱＲ

コードつきの申請書がお送りされており

ます。これが今週に入って、皆さんのお手

元に届くのかと思っております。その対象

者が大体、５，６００名ほどおりまして、

実際に、今後の申請の見込みでいいますと、

現在、申請率が５３．６５％になっておる

んですが、恐らく、これが６５％から７

０％ぐらいまでは伸びるんではないかと

見込んでおります。件数でいいますと、１

万件から１万５，０００件あたりまでは伸

びると見込んでおります。 

 続きまして、斎場予約の仮押さえ状況に

ついてでございます。斎場のルールでは、

業者の予約は死亡の事実が発生してから

行うものとしており、死亡者１体につき１

予約となっております。最近はこのルール

を守っていないと思われる事例がふえて

きているのも事実でございます。故意なの

かミスなのかというのは判断できません

が、いずれにせよ、不適切な事案であるこ

とには変わりはございませんので、このよ

うな事案を見つければ、その都度、斎場側

から事業者側に確認、注意を行っていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係りますご質問にお答えい

たします。 

 質問番号４番、太陽光パネルに関する補

助金についてですが、環境省におきまして、

地域レジリエンス・脱炭素化を同時実施す

る公共施設への自立分散型エネルギー設

備等導入推進事業というものがあり、そこ

で、市町村の太陽光発電工事については、

２分の１の補助となっております。なお、

来年度は、実施設計のみとなりますが、こ

の実施設計における費用に対する補助金

については、現在、環境省に確認中でござ

います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 辻局長。 

○辻農業委員会事務局長 それでは、質問

番号６番の市民農園について答弁をさせ

ていただきます。 

 市民農園の面積につきましては、摂津市

行政経営戦略におきまして、令和７年度の

目標値を１万３，０００平方メートルと掲
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げておりますけれども、令和２年度以降に

法律の要件が若干緩和されましたことな

どを受け、個人で開設するパターンの市民

農園が出てきましたことによりまして、現

時点におきましては、１万５，６６４平方

メートル、目標面積に対しまして、１２０．

５％となっております。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、質問番

号７番、予算概要８２ページ、スクラッチ

カード発行事業の令和４年度の取り組み

についてのご質問にお答えさせていただ

きます。 

 令和４年度の新たな取り組みとしまし

ては、広報課が実施予定のフォトコンテス

トの賞品として、スクラッチカード参加店

舗で利用できる商品券の発行を予定して

おります。また、令和２年度、令和３年度

に補正予算で対応させていただきました

ように、コロナ禍の状況に応じて、柔軟に

対応できたらと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 答弁が終わりました。 

 水谷毅委員。 

○水谷毅委員 １点目の市民活動支援事

業について、これまでの取り組みや近隣市

の状況についても理解ができました。先日、

池田市のほうに市民活動の中間支援組織

の見学に行かせていただいたんですけれ

ども、１年、２年でできたわけではないん

ですけども、いろいろと工夫をされて、ま

たそれを支えるたくさんの人がおられて

成り立っているということを感じました。

本市は、協働のまちづくりということで、

規模の割には積極的にいろんな団体が活

動されているのではないかと、これは摂津

市として誇るべきところであると思うん

ですけども、マンション建設等によって、

新しい方が摂津市や千里丘の駅周辺に集

まってこられて、いろんな人材が転居され

ているのではないかと思います。ますます

市民活動を活発にしていく意味でも、本市

でもこの活動を補助するというか推進し

ていく中間支援組織というのが必要では

ないかと感じておりますけども、その考え

方について、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

 次に２点目です。個人番号カードの発行

事業について、７５歳以上の方に間もなく、

再度、ダイレクトメールが届くということ

で理解しております。本市では府下で３位

ということで、先日の答弁でもお伺いして、

頑張っておられると感じております。今後、

これはコロナの感染拡大の収束がまだ見

込まれない中で、登録、また、引き渡しの

作業を市役所の１階ロビーで行っていか

ないといけないわけですけども、窓口の混

雑回避の取り組みはどのようにしておら

れるのか、お伺いしたいと思います。 

 次に、３点目です。斎場管理事業につい

て、市内の方が優先して利用できるように、

いろいろと配慮しておられる点は理解が

できました。市外の業者が、利用される方

が未確定の状態で仮押さえを行い、直前で

利用者がない場合、キャンセルされるよう

な使い方をされると、本来必要な市内利用

者には大きな影響がありますけども、不適

切な予約事案に対する対策は、どのように

行っておられるのか、お伺いいたします。 

 次に４点目の温水プール管理事業です。

今回の太陽光パネルについては、２分の１

の補助金があっての取り組みということ

で理解できました。太陽光パネルの設置は、

脱炭素対策にもつながり、大きなメリット

があると捉えております。 

 一方では、課題を調べてみますと、設置
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後２年ほどすると、パネル面がほこりや、

くすみによって発電効率が下がってしま

うという報告もあります。したがって、こ

れから、実施設計に当たり、パネルの清掃

が容易にできるようなパネルのレイアウ

トや機器の選定は重要であると考えてお

ります。また、細かい話になりますけども、

太陽光パネルから出力される電源は直流

でありますけども、これをインバーターで

交流に変換をしております。その際に、ノ

イズが発生し、ラジオや無線に影響が出る

場合もございます。さらに、私も市民の方

から数件相談を受けておりますけども、太

陽光パネルの反射による光の公害です。温

水プール周辺にはマンションや市営住宅

もあり、しっかり、対策を進めていただき

たいことを要望といたします。 

 次に、６点目です。市民農園の設置事業

について、当初、令和２年度の目標設定が

令和７年度に再度設定されたということ

で理解をいたしました。現状では、１２

０％を超える設置目標が達成されている

ということで、担当課の皆さんと、また、

市民のご協力もあっての目標達成という

ことで感謝いたしたいと思います。 

 さて、最近、学園町の市民農園が閉鎖さ

れるということで、利用者の方から相談が

ありました。その状況と、今後新たな市民

農園の設置はできないものかどうかお伺

いしたいと思います。 

 次に、７点目のスクラッチカード発行事

業です。フォトコンテスト等を取り組む中

で相乗的な取り組みをされているという

ことで理解をいたしました。コロナ禍にあ

って、産業振興の点から見ても、このスク

ラッチカードは、大きな力になったもので

あると評価をしております。ただ、居住地

によっては、利用できる店舗の数が少なく

地域間の格差を生じているという現実も

ございます。これについて、どのように捉

えておられるのか。また、具体的な対応策

はあるのかどうかお伺いいたします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、質問番

号１番、中間支援組織の考え方について、

ご答弁をさせていただきます。 

 中間支援については、分野を超えて、市

民と市民、市民と行政、行政と事業者など

の間に立ち、運営でのアドバイスや相談、

情報提供などを行い、そのパイプ役として、

中立的な立場でそれぞれの活動を支援し、

結びつけることを目的とした組織だと理

解しております。 

 近隣市におかれましては、ＮＰＯ法人と

か協議会のほうに中間支援業務を委託し

て、行われていることということで承知し

ているところでございます。本市におきま

しては、自治振興課で中間支援業務を実施

しているところでございます。中間支援組

織の必要性は認識しており、今後も担える

団体、人材の育成と他市の状況も参考にさ

せていただきながら、施策を推進していき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります二つのご質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず、質問番号２番、窓口混雑回避への

取り組みですが、市民課では、２月２１日

から窓口案内システムを導入し、ホームペ

ージにおいて、窓口混雑状況が把握できる

ようになっております。これにより、混雑

時間帯を回避することが可能となってお
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ります。今後、本格的に窓口が混み始めた

際には、マイナンバーカード申請事務やポ

イント付与事務と、カード交付事務の動線

を分けるために、１階ロビースペースに特

設コーナーを設けることも想定をしてお

ります。 

 実際に、特設コーナーを設置するか否か

につきましては、混雑状況を見極めた上で、

適切に判断してまいりたいと考えており

ます。 

 続きまして、質問番号３番、不適切予約

への対策でございます。不適切な事案が続

くようであれば、予約システムの登録から

抹消することも可能でございますが、まず

は、予約システムに登録している全事業者

に対する注意喚起文を送付することが先

決と考え、先日、一斉送付した上でルール

の徹底を呼びかけているところでござい

ます。 

 併せて、予約システムの画面にも同様の

文言で注意を促し、ホームページにも注意

喚起文を載せているところでございます。

一旦はそれで様子を見ようと考えており

ますが、それでも改善が見られない場合に

は個別に該当事業者に連絡をして直接指

導を行っていき、なおかつ改善されなけれ

ば、予約システムからの除外も検討してま

いります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 辻局長。 

○辻農業委員会事務局長 それでは、質問

番号６番、市民農園に係ります２回目のご

質問にご答弁申し上げます。 

 学園町の市民農園につきましては、農地

所有者のご厚意によりまして、昭和５０年

代の初頭頃から実に４０年以上にわたり

まして、市民農園として当該農地をお借り

してまいりました。今般、土地の所有者か

ら農地の貸借に係る契約を更新しない旨

のお申し出がなされたことによりまして、

誠に残念ではございますけれども、当該市

民農園を閉園する運びと相なりました。 

 本市といたしましては、引き続き、市民

農園利用者のニーズが強いことなどを受

けまして、新たな市民農園を確保するため

に各地の農地所有者が所有する農地を市

民農園としてお貸しいただきたい旨のお

願いをしてまいりました。その結果、閉園

する市民農園とほぼ同等の面積の農園、こ

れは３園の合計になりますけれども、そち

らのほうをお借りする見込みでございま

して、現在、開設に向けて各種の準備を進

めている状況でございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、質問番

号７番、スクラッチカードによる、居住地

への偏りとその具体的な対策について、お

答えさせていただきます。 

 令和３年度でございますが、参加店舗の

地域別内訳として、千里丘、千里丘東エリ

アでしたら４９店舗、南千里丘、大正川エ

リアでしたら３４店舗、正雀、東正雀エリ

アでは４６店舗、別府、鳥飼エリアで５４

店舗、合計１８３店舗の参加がございまし

た。やはり、エリアによって、店舗数の偏

り、地域の偏りというのは、認識はしてお

ります。ただ、参加を促すという形を取っ

ておりますが、スクラッチカードに比較的

合いやすい事業の場合は参加いただけま

すけど、少し合いにくい業態の場合とかで

したら、難しい場合もございます。ただ、

商業支援施策として、また、比較的エリア

が違う方でも参加しやすい工夫を今後は

しながら、促しはもちろん続けてはいきま

すけれども、いろいろな参加しやすい商業
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支援施策を考えていけたらと思っており

ます。また、地域によっての偏りはござい

ますが、いろいろな商業支援施策がござい

ますので、できるだけ多くの店舗に参加い

ただけたらと考えておる状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷毅委員。 

○水谷毅委員 まず１点目の市民活動支

援事業についてです。 

 本市におけるニーズとしても、担当課で

捉えていただいている点、理解いたしまし

た。今後、持続可能な中間支援組織を設置

していくことになりますと、池田市でも、

建物などの運営業務に当たる指定管理業

者であったり、委託先の拡大事業として取

り組まれるのが理想的ではないかなと思

います。現在、指定管理業者等の規定があ

ると思いますけども、その運営の規定を今

後、調整していただいて、建物や貸し館の

管理にプラスして、利用される方の支援と

して多彩な民間活力を生かして設置に向

けて、ぜひ、取り組んでいただきたいこと

を要望しておきます。 

 次に、２点目の個人番号カード交付事業

についてです。 

 ２月２１日、ついこの間になりますけど

も、１階の窓口の雰囲気も大きく変わりま

した。一見、病院に来たかなというディス

プレーもたくさんありまして、担当の窓口

の方も、来られる方も非常に喜ばれている

のではないかなと思います。 

 実際、マイナンバーカードの手続は暗証

番号を登録する作業等もありまして、１件

当たりの滞在時間も長くなります。待機の

時間を利用して、暗証番号の決定をしてか

ら、窓口に臨めるような前処理の仕組みを

工夫するなど、スムーズな受け付けと感染

対策に臨んでほしいと思います。例えるな

ら、ハンバーガーショップのドライブスル

ーで車が渋滞した際に、担当者が前もって

注文を聞いて回って、円滑に進めるという

ことがありますけれども、それに類似した

ような取り組みをしていただいて、コロナ

の感染対策も併せて臨んでいただきたい

ことを要望いたします。 

 次に、３番目の斎場管理事業についてで

す。 

 既に注意喚起文を送付されているよう

でありますけれども、葬祭業者の経営の立

場からいうと、もうやむなしということで、

そういう形になっているのかなと思うん

ですけれども、それを考えると是正につな

がっていく可能性というのは、なかなか難

しいものがあるのではないかと思います。 

 実は、吹田市のほうでも２、３日前に同

様の相談がありまして、やっぱり吹田市の

ほうも斎場の利用がかなり逼迫している。

大阪市内の影響もあるのかも分かりませ

んけれども、さきの答弁でありましたよう

に、市内の方の専用枠を設置することと併

せて、キャンセルした場合の規定も見直し

ていただいて、早急に対応されることを要

望いたします。 

 次に、６番目の市民農園の設置事業につ

いてです。 

 学園町の農園を利用されている方は、か

なり多くて、特に午前中に行ったら、いろ

んな方が作業をしておられて、にぎわって

いるというか、それに生きがいを持って取

り組んでいる方の姿を多く見かけており

ます。 

 今回、様々なご努力によりまして三つの

農園、同じぐらいの規模の面積の確保をさ

れたということは、非常に評価する点では

ないかと思います。 
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 今後、既存の市民農園も相続などの影響

で、減少が見込まれているということも考

えられます。動向を見極めて、そのような

場合、迅速に対応をお願いしたいことを要

望いたします。 

 続いて、７番目のスクラッチカードの件

についてです。 

 各地域の店舗の分布状況については分

かりました。担当課としても、そういう現

状も理解しておられるということで、取り

扱いのお店の事情もあると思うんですけ

れども、例えば連続番号をカードに付加し

ていただいて、未使用であったり、外れ券

を対象に、お年玉年賀はがきのように抽せ

んを行うことはできないものかと考えて

おります。 

 例えば最近できていませんけど、ダイキ

ン祭りとかで、空気清浄機とか、エアコン

とかを提供して、くじ引きなどもやってお

られますけれども、本市の場合はたくさん

の企業もありますし、摂津優品（せっつす

ぐれもん）に対する取り組みも進んでおり

ます。 

 市内企業から宣伝を兼ねての景品を募

って、もう一度チャンスがあるというか、

さらに、市民の皆さんが楽しみにしていた

だいて地域間格差も是正できるような、こ

ういった取り組みも検討していただけた

らと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 南野委員。 

○南野直司委員 それでは、何点か、お願

いだけさせていただきたいと思います。 

 まず、市民課に関することですけれども、

先ほどから出ておりましたデジタルモニ

ターが設置されて、スマートフォンで混雑

状況が確認できるということで、ＩＣＴ、

デジタル技術を導入した市民サービスの

向上が、さらに図られたと思います。 

 ３月末から４月、窓口が混雑してくると

思います。そんな中、臨時で休日開庁もし

ていただけますけれども、カウンターから

出ていただいて声をかけながら、窓口の混

雑を少しでも和らげるような対応を、どう

かよろしくお願いをします。 

 観点は違うんですけど、先日、２０２２

年２月２２日、語呂合わせの日ということ

で広報課の方と連携を取っていただいて、

シティプロモーションの観点から、婚姻届

を出しに来られる方をインスタグラムで

発信していただいていましたけれども、そ

ういう視点も、すごく大事なことやと思い

ますので、引き続きよろしくお願いしたい

と思います。 

 次は令和４年ですから４月４日ですか。

ひょっとしたら婚姻届を出しに来られる

方がいらっしゃると思いますので、またイ

ンスタ隊と協力していただいて、シティプ

ロモーションもよろしくお願いします。 

 続きまして、スポーツ環境の充実です。 

 いよいよ様々なハードルを乗り越えら

れました体育館がオープンするというこ

とで本当に地域の方は喜んでいただいて

おります。 

 一方で、やはり誰もが使えるスポーツ施

設という観点からは、例えば温水プールに

は障害者の方が止められる駐車スペース

がないということで、ずっと検討していた

だいておりますけれども、どうかこの新年

度も、そういう観点で、常に検討いただい

て、誰もが使えるスポーツ施設の充実をお

願いします。 

 それから、続きまして、環境業務課につ

きましては、茨木市との広域連携で様々な

ハードルを乗り越えられて、今日まで来ら
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れたことに高く評価をするところであり

ます。スムーズな広域連携を目指しまして、

この新年度もどうかよろしくお願いした

いと思います。 

 それから、環境政策課に関することであ

ります。 

 市長は、市政方針の中でゼロカーボンシ

ティを表明されましたけれども、やはり環

境創造都市宣言をしております摂津市と

いたしましては改めてですね、例えば、環

境フェスティバルに参加していただいて

おります団体の皆さん等々と連携しなが

ら、新たにゼロカーボンシティの宣言のセ

レモニーをしていただき、摂津市を全国に

発信していただきたいと思いますので、ど

うかよろしくお願いいたします。 

 それから、ＰＦＯＡの問題です。この土

曜日も近隣の関係農家とお話させていた

だきました。そんな中で味生小学校の子ど

もたちの農業体験を何とか再開してあげ

てほしいというお声も聞いたわけであり

ます。 

 大阪府、化学メーカー、環境省、そして

摂津市では環境部門、そして農政部門、そ

して健康部門としっかりと連携を取って

いただきながら、地域の皆さんの声にしっ

かり耳を傾けていただいて、市役所の中だ

けじゃなくて、どんどん外へ出ていってい

ただいて、現場で声をしっかり受け止めて、

そして解決に向けて取り組んでいただき

たいと思います。 

 そのしっかりした取り組みがなければ

味生地域のコミュニティ施設の構想とい

うものはないものだというぐらい思って

います。鳥飼地域はグランドデザインとい

うことで光が当たっておりますけれども、

どうか味生地域にもしっかりと光を当て

ていただいて、一つ一つ丁寧に取り組んで

いただきますよう、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で、生活環境部に

関する質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時４２分 休憩） 

（午前１０時４４分 再開） 

○香川良平委員長 それでは再開します。 

 引き続き、議案第１号所管分及び議案第

１０号所管分の審査を行います。 

 本２件のうち、議案第１０号所管分につ

いては補足説明を省略し、議案第１号所管

分について補足説明を求めます。 

 野村保健福祉部長。 

○野村保健福祉部長 それでは、議案第１

号、令和４年度摂津市一般会計予算のうち、

保健福祉部の生活支援課、障害福祉課、国

保年金課が所管しております事項につき

まして、目を追って、その主なものについ

て補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、３０ページ、

款１３分担金及び負担金、項１負担金、目

１民生費負担金は、介護給付費利用者負担

金と介護給付費負担金でございます。 

 ３６ページ、款１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、国民

健康保険基盤安定負担金や生活保護費等

負担金、障害者自立支援給付費等負担金な

どでございます。 

 ３８ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金は、新型コロナウイルス感染

症生活困窮者自立支援金支給事業費補助

金や生活困窮者就労準備支援事業費等補

助金などでございます。 

 ４２ページの項３委託金、目２民生費委

託金は、国民年金事務委託金と中国残留邦
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人等支援事業委託金でございます。 

 同じく４２ページからの款１６府支出

金、項１府負担金、目１民生費負担金は、

国民健康保険基盤安定負担金や生活保護

費負担金、障害者自立支援給付費等負担金

などでございます。 

 ４４ページからの項２府補助金、目２民

生費府補助金は、老人医療費や重度障害者

医療費に係る補助金などでございます。 

 ５６ページからの款２０諸収入、項４雑

入、目２雑入につきましては、５９ページ

の生活保護費に係る返還金や徴収金、重度

障害者医療費返還金などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、１０

４ページからの款３民生費、項１社会福祉

費、目１社会福祉総務費は、広域連合市町

村負担金や国民健康保険特別会計及び後

期高齢者医療特別会計の操出金などでご

ざいます。 

 １１０ページ、目３国民年金総務費及び

目４国民年金事務費は、国民年金事務に係

る経常経費でございます。 

 目５重度障害者医療助成費は、医療費に

係る助成費用などでございます。 

 目６障害福祉費は、みきの路に係る運営

委託料や各種障害福祉サービスに係る給

付費などでございます。 

 １２２ページ、項３生活保護費、目１生

活保護総務費は、生活保護システムに係る

委託料、目２扶助費は、生活保護費などで

ございます。 

 以上、保健福祉部の生活支援課、障害福

祉課、国保年金課が所管いたしております

令和４年度摂津市一般会計予算について

の補足説明とさせていただきます。 

○香川良平委員長 続きまして、平井保健

福祉部理事。 

○平井保健福祉部理事 それでは、議案第

１号、令和４年度摂津市一般会計歳入歳出

予算のうち、保健福祉部の保健福祉課と高

齢介護課が所管しております事項につき

まして、目を追って、その主なものについ

て補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、予算書３０

ページ、款１３分担金及び負担金、項１負

担金、目１民生費負担金は、老人保護施設

入所負担金でございます。 

 款１４使用料及び手数料、項１使用料、

目２民生使用料は、ちびっこ広場用地使用

料と地域福祉活動支援センター用地使用

料でございます。 

 ３６ページ、款１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、介護

保険低所得者保険料軽減負担金でござい

ます。 

 目２衛生費国庫負担金は、新型コロナウ

イルスワクチン接種対策負担金でござい

ます。 

 ３８ページ、項２国庫補助金、目３衛生

費国庫補助金は、がん検診推進事業補助金

と風しん対策のための予防接種事業費補

助金、新型コロナウイルスワクチン接種体

制確保補助金でございます。 

 ４２ページ、款１６府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金は、民生児童委

員協議会負担金や民生委員推薦会負担金、

介護保険低所得者保険料軽減負担金でご

ざいます。 

 ４４ページ、項２府補助金、目２民生費

府補助金は、地域福祉・高齢者福祉交付金

や老人クラブ活動等社会活動促進事業補

助金などでございます。 

 ４６ページ、目３衛生費府補助金は、予

防接種事故救済等対策費補助金や保険事

業費補助金、自殺対策強化事業補助金、予

防接種事業費補助金でございます。 
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 ５６ページ、項４雑入、目２雑入は、５

８ページの各種健診や予防接種に係る自

己負担金、高齢者日常生活支援利用料など

でございます。 

 続きまして、歳出でございますが、１０

４ページ、款３民生費、項１社会福祉費、

目１社会福祉総務費は、１０６ページの地

域福祉活動支援センターに係る委託料や、

せっつ高齢者かがやきプラン策定委託料、

社会福祉関係団体に対する補助金などで

ございます。 

 １０８ページ、目２老人福祉費は、各種

高齢者福祉サービスに係る委託料や、シル

バー人材センターに対する補助金、高齢者

民間賃貸住宅家賃助成費などでございま

す。 

 １２４ページ、款４衛生費、項１保健衛

生費、目１保健衛生総務費は、保健センタ

ー管理委託料、休日小児急病診療所管理委

託料、国立健康・栄養研究所設備整備費補

助金や、産学官民連携プラットフォーム構

築支援業務負担金、三島救命救急センター

負担金などでございます。 

 目２予防費は、１２８ページの各種健診

や新型コロナウイルスワクチンを含む予

防接種に係る委託料などでございます。 

 以上、保健福祉部の保健福祉課と高齢介

護課が所管しております令和４年度一般

会計歳入歳出予算についての補足説明と

させていただきます。 

○香川良平委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、私のほうから

質問させていただきますけれども、今回は

全て予算概要での質問になろうかと思い

ます。部署ごとに聞いていきますのでよろ

しくお願いいたします。 

 まず、質問番号１ですけれども、保健福

祉課です。全部で六つあります。 

 まず、一つ目が予算概要６４ページです。 

 国立健康・栄養研究所設備整備補助金で

２億円の計上をされていると思います。ま

ずは、この補助金の内容についてお聞かせ

いただきたいと思います。 

 質問番号２です。 

 同じく予算概要、６４ページですけれど

も、同じく健都推進事業のところで、産学

官民連携プラットフォーム構築支援事業

業務負担金で４２２万４，０００円が計上

されていたと思います。改めて令和４年度

の取り組み内容をお聞かせいただきたい

と思います。 

 質問番号３です。 

 同じく６４ページですけれども、救急医

療体制整備事業です。 

 三島救命救急センター負担金で１億２，

２４３万円、前年度よりも大幅に増額され

ていると認識しております。令和４年度に

は大阪医科薬科大学病院への移転が予定

されていると思いますけれども、改めて内

容についてお聞かせください。 

 質問番号４です。 

 同じく６４ページの健康せっつ２１推

進事業です。 

 これは主要事業一覧にもありましたけ

れども、生活の改善を促すオリジナルレシ

ピを作成してクックパッド、あるいは市の

ホームページ等々で発信すると書かれて

いましたけれども、改めて、この内容につ

いてお聞かせください。 

 質問番号５、６６ページですけれども、

まちごとフィットネスヘルシータウン事

業です。 

 健幸マイレージ事業ですけれども、これ

は令和４年度で５年目を迎えると認識し
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ています。毎回、参加者をふやすための工

夫とか、いろいろ重ねられているかと認識

しておりますけれども、改めて令和４年度、

どのように展開されていくのかをお聞か

せいただきたいと思います。 

 質問番号６です。 

 予算概要６６ページです。 

 新型コロナウイルスワクチン接種事業

です。２億９，１６４万３，０００円計上

されていたと思います。これは代表質問で

も取り上げておりましたけれども、改めて

現在の進捗について、まずはお聞かせいた

だきたいと思います。 

 続きまして、質問番号７です。 

 高齢介護課。４点ございます。 

 一つは、予算概要４６ページの、せっつ

高齢者かがやきプラン推進事業です。 

 このせっつ高齢者かがやきプランの策

定委託料として１０４万４，０００円計上

されています。これは第９期の策定に向け

たものかとお察ししますけれども、改めて

内容についてお聞かせください。 

 質問番号８、予算概要４８ページです。 

 高齢者日常生活支援事業です。 

 高齢者移送サービス委託料で１，０６１

万円計上されていまして、前年に比べて若

干増額されていると思います。その理由に

ついて、まずお聞かせいただきたいのと、

また、昨年の予算審査に係る委員会で移送

サービス制度についてお尋ねして、そのと

きに移動手段について研究するとご答弁

いただいていたかと思うんですけれども、

令和４年度、その研究結果がどのように反

映されているのかについても、併せてお聞

かせいただきたいと思います。 

 質問番号９です。 

 予算概要４８ページ、ひとり暮らし高齢

者等安全対策事業です。 

 緊急通報装置設置委託料として１５８

万４，０００円計上されております。これ

も毎回質問させていただいていますけれ

ども、前年度と同じ額でございます。改め

て、令和４年度に内容の見直しがあるのか、

また、今後の方向性についても何かあれば、

お聞かせいただきたいと思います。 

 質問番号１０です。 

 予算概要４８ページ、ゲートボール場等

管理事業です。 

 この中に太中ゲートボール場撤去工事

実施設計委託料が載っていました。１０４

万１，０００円です。前年度はなかった項

目でございまして、この委託料の内容につ

いてお聞かせください。 

 続きまして、質問番号１１、障害福祉課

に移ります。４点ございます。 

 まず、予算概要の５０ページです。 

 福祉タクシー事業です。 

 令和４年度は、精神障害者保健福祉手帳

１級を所有の方を追加していただきまし

て、私のほうでも毎回、こだわって取り上

げてきた事案でございまして、大変ありが

たく感じております。 

 北摂７市のほとんどの市が精神障害者

の方が対象になっているとお聞きしまし

たので、同等のサービスが提供できるもの

と理解をしております。 

 予算額を見ますと、福祉タクシー事業助

成費として４６８万円が計上されており

まして、精神障害者の方が追加されている

一方で、前年度と同額の予算となっており

ます。新たに対象となる方の人数を、どれ

ほど見込まれているのか、まずお聞かせい

ただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号１２です。 

 予算概要５２ページ、身体障害者日常生

活支援事業です。 
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 これも毎回質問をさせてもらっていま

すけれども、重度身体障害者等住宅改造費

用助成費で４００万円計上されているん

ですけれども、これは令和３年度より８０

万円の減額をされているかと思います。 

 毎年増減を繰り返しているようにお見

受けするんですけれども、改めて令和４年

度、減額された理由と、ここ数年の利用状

況を併せてお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 続きまして、質問番号１３です。 

 予算概要５２ページ、障害者権利擁護事

業です。 

 これは前年度までは障害者虐待防止事

業と表記されていたかと認識しておりま

すけれども、この中に成年後見制度普及利

用促進業務委託料が４０万円計上されて

おりました。 

 主要事業一覧にも、この成年後見制度の

利用促進に向けて講座を開設したり、ある

いはパンフレットを作成するとありまし

たけれども、改めてこの内容についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 続きまして、予算概要５２ページ、質問

番号１４です。 

 軽度難聴児補聴器交付事業です。 

 この修理費補助金として５万６，０００

円計上されておりまして、これも主要事業

一覧を確認させていただきますと、その修

理費用とか、あるいは成長段階に応じたイ

ヤモールドの交換費用を助成すると記載

がございましたので、改めてこの内容につ

いてお聞かせいただきたいと思います 

 最後です。生活支援課一つございまして、

質問番号１５です。 

 予算概要４６ページ、生活困窮者自立支

援事業が予算計上されております。 

 その中で、会計年度任用職員報酬で９１

１万２，０００円の予算計上をされていた

かと思いますけれども、前年度よりも約１

７０万円程度、増額されているとお見受け

いたしました。 

 これまで体制などについてはその都度

確認をさせていただいたと思いますけれ

ども、改めてこの増額の理由、あるいは、

ここ最近の体制といいますか、どういった

増減があるのかも併せてお聞かせいただ

きたいと思います。 

 以上、１５点でございます。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１番、健

都推進事業、国立健康・栄養研究所設備整

備費補助金についてのご質問にお答えい

たします。 

 この補助金は、国立健康・栄養研究所の

北大阪健康医療都市への移転に伴い、増加

が見込まれる運営上の負担への対応に関

する方針に基づき決定されたもので、厚生

労働省、運営法人、大阪府、吹田市、摂津

市で負担するものでございます。 

 本市の負担につきましては、国立健康・

栄養研究所が移転に伴い導入する設備等

にかかる費用の補助として、令和４年度に

２億円計上しているものでございます。 

 続きまして、同じく健都推進事業、産学

官民連携プラットフォーム構築支援業務

負担金についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 まず、プラットフォームについてでござ

いますが、これは多様な企業や国立循環器

病研究センター、国立健康・栄養研究所な

どの研究機関、行政、市民の連携により、

健康づくりに役立つ健都発の製品やサー

ビスを生み出すとともに、市民の行動変容

を促す仕組みを構築するものでございま
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す。 

 構築支援業務は吹田市と共同で実施し

ており、令和２年１１月から令和３年１０

月末までを第１期とし、令和３年１１月か

ら令和５年３月までを第２期として現在、

健都における産学官民連携体制の確立を

目指し、新たな製品・サービスを生み出す

ための仕組みや、会員登録制の市民サポー

ター制度の構築・運用を行っているところ

でございます。 

 続きまして、質問番号３番、救急医療体

制整備事業の三島救命救急センター負担

金についてのご質問にお答えいたします。 

 大阪府三島救命救急センターは、耐震性

の課題などを理由に、令和４年７月、大阪

医科薬科大学病院敷地内に移転し、開設さ

れる予定となっております。 

 同センターは、大阪府や高槻市、茨木市、

摂津市、島本町が財政支援を行う形で、公

益財団法人が運営する単独型のセンター

として設置され、三島二次医療圏で唯一の

救命救急を専門とした三次救急医療機関

として運営してまいりました。 

 移転につきましても同様に、それぞれが

負担する形で算定し、建物、機器等の整備

費用として令和４年度の単年度で、本市は

９，３２２万５，０００円を負担すること

から増額となっているものでございます。 

 続きまして、質問番号４番、健康せっつ

２１推進事業、市のオリジナルレシピの作

成と情報発信についてのご質問にお答え

いたします。 

 健康せっつ２１の目標である減塩や野

菜摂取などの食生活改善に関して、より広

く市民に働きかけ、関心を高めるため、令

和４年度から新たな取り組みとして、本市

の栄養士が監修するオリジナル健康レシ

ピを作成し、料理レシピを投稿・検索でき

るインターネットサービス「クックパッド」

で広く公開してまいります。 

 これまで広報誌や市ホームページ、窓口

でのレシピカードの配布などによりレシ

ピを発信してまいりましたけれども、日本

で月間約５，６００万人に利用されている

クックパッドにレシピを掲載することで

市民はもとより、市外の方々にも広く本市

の取り組みを知っていただくことができ

ると考えております。 

 乳幼児期の離乳食から高齢期の食事な

ど様々な対象に活用してもらえるよう、関

係課・関係機関と連携して、レシピの作成・

発信を行ってまいります。 

 続きまして、質問番号５番、まちごとフ

ィットネスヘルシータウン事業の健幸マ

イレージ事業についてのご質問にお答え

いたします。 

 健幸マイレージ事業は、令和３年度に、

参加者がふえるようインセンティブ等を

拡充いたしました。令和４年度もマイレー

ジポイントの付与対象事業をさらにふや

せますよう、保健福祉課の事業はもちろん

のこと、積極的に他課のイベントとの連携

やコラボ企画に取り組み、歩く機会とイベ

ント集客の相乗効果を図ってまいりたい

と考えております。 

 また、獲得ポイントが６，０００ポイン

ト以上の方に自動抽せんで当たる賞品に

ついて、アウトドアに関するものなど、若

い方が魅力を感じる品物を選定するなど、

若年層や無関心層の獲得に取り組んでま

いりたいと考えております。 

 続きまして、質問番号６番、新型コロナ

ウイルスワクチン接種事業の現在の進捗

状況についてのご質問にお答えいたしま

す。 

 昨年５月、市において６５歳以上の高齢
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者から始まった１回目・２回目のワクチン

接種も、昨年１２月には一定希望する方に

接種できた状況と考えております。 

 対象となっている１２歳以上の接種率

は、令和４年３月１０日現在で、１回目が

８５．０％、２回目が８４．３％、そのう

ち、高齢者においては、１回目が９３．５％、

２回目が９３．２％となっております。 

 また、現在は３回目の接種を進めている

段階であり、対象となっている１８歳以上

の接種率は２５％、そのうち、高齢者にお

いては６５．７％となっております。 

 さらに、５歳から１１歳の子どもの１回

目・２回目の接種につきましても３月上旬

に接種券を発送済みであり、順次予約・接

種が始まっているところでございます。 

 いずれにしましても、市民の皆様が正確

な情報を基に、接種について検討いただき、

スムーズに予約を取ることができるよう

個別の案内送付や、広報せっつや、ホーム

ページ、公式ＬＩＮＥ等で情報発信に努め

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号７番でご

ざいます。 

 せっつ高齢者かがやきプラン策定委託

料の内容でございます。 

 こちらは老人福祉法及び介護保険法に

基づきまして３年に１回、かがやきプラン

を策定するもので、令和６年度から令和８

年度までの第９期のプラン策定に向けて、

令和４年度には介護予防・日常生活圏域ニ

ーズ調査及び在宅介護実態調査の二つの

アンケート調査を実施しまして、令和５年

度に調査結果報告書を作成いたします。 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は、

一般高齢者、要支援者、総合事業対象者を

対象に、日常生活圏域ごとに地域の抱える

課題を把握することなどを目的として実

施するものでございます。 

 また、在宅介護実態調査は、要支援・要

介護認定を受けている方を対象としまし

て、高齢者の適切な在宅生活の継続と家族

介護者の就労の継続の実現に向けて、介護

サービスの在り方を検討することを目的

に実施するものでございます。 

 なお、介護予防・日常生活圏域ニーズ調

査は介護保険特別会計で、また、在宅介護

実態調査は一般会計での予算の計上をい

たしております。 

 続きまして、質問項目８番目でございま

す。 

 高齢者移送サービス委託料の増額の理

由と研究の結果ということでございます。 

 高齢者の移送サービスは、一人で外出す

ることが困難な方で、車椅子を利用する高

齢者が通院で外出する際に、福祉車両で移

送するサービスで、シルバー人材センター

に委託を行っております。 

 委託料の増額の要因ですけれども、最低

賃金が上昇しておりますので、賃金の上昇

や、燃料費も上昇しているということで、

こちらも増額で、高齢者移送サービスの制

度自体は令和３年度と変わりはありませ

ん。 

 高齢者移送サービスの制度の拡充につ

きましては、令和３年度で様々な方向性の

在り方を研究した結果、介護保険制度の枠

組みで要支援１・要支援２の方など、少し

ほかの人の支援が必要な方を対象に、移動

の支援を行う「訪問型サービスＤ」という

制度を新たに構築しまして、団体への補助

という形で実施することにいたしており

ます。 

 なお、訪問型サービスの予算につきまし
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ては、介護保険特別会計の介護予防・生活

支援サービス事業の中で予算措置をいた

しております。 

 続きまして、質問番号９番でございます。

ひとり暮らし高齢者等安全対策事業の緊

急通報装置設置委託料でございます。 

 内容についての見直し、今後の方向性に

ついてでございます。 

 緊急通報装置の内容でございますが、こ

のサービスは、家庭での事故や突然の病気

のときに、利用者が貸与されたペンダント

を押しますと、委託事業者の係員が必要に

応じて駆け付けたり、救急搬送などを行っ

たり、２４時間対応のサービスということ

でございます。 

 サービスの対象者は、市内に居住して、

脳梗塞や心疾患などの重篤な疾患のため

常に緊急の事態が生じるおそれのある、お

おむね６５歳以上のひとり暮らしの高齢

者でございます。 

 なお、家族と同居しておりましても、介

護している方が就労等の事情により、昼間

不在の方も含んでおります。 

 令和４年度は、令和３年度との制度の変

更はございませんが、現在の委託先との契

約が令和４年度末までとなっております

ので、令和５年度に向けまして引き続き、

サービスの在り方を検討してまいりたい

と考えております。 

 質問番号１０番、ゲートボール場等管理

事業についてでございます。 

 太中ゲートボール場撤去工事実施設計

委託料ということですが、内容でございま

す。 

 ゲートボール場等管理事業は、地元の自

治会や老人クラブからの要望に応じまし

て、高齢介護課が上下水道部の管理地であ

ります鳥飼送水所ゲートボール場、太中浄

水場ゲートボール場及び旧鳥飼送水所ゴ

ルフ練習場の３か所を練習場所としまし

て、上下水道部より借りております。 

 利用者の利用料は、無料です。 

 練習用地のうち、太中浄水場にあるゲー

トボール場につきましては、利用していた

団体が高齢のため活動をやめられまして、

利用者がいなくなったという状況から、上

下水道部へ返還するということになって

おります。 

 返還に当たりましては、上下水道部との

協議の結果、人工芝やトイレなどを撤去し

て、原状復帰をして返還するという必要が

生じましたので、令和４年度に撤去工事の

ための設計委託を行うもので、令和５年度

以降に工事を実施する予定でいたしてお

ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 それでは、障害福祉

課に関わります４点の質問にお答えいた

します。 

 まず、質問番号１１、福祉タクシー事業

につきまして、精神障害者保健福祉手帳１

級所持者の対象追加に伴う、新たな対象人

数でございます。 

 令和４年２月末時点で、本市の精神障害

者保健福祉手帳１級の所持者は５２人で、

そのうち、身体障害者手帳１・２級や療育

手帳Ａを重複してお持ちの方は、これまで

も対象でございましたことから除外され

ます。 

 また、施設の入所者や所得制限による非

該当者が対象から除外されることになり、

最終的には４０人前後の方が対象になる

かと考えております。 

 ２点目、質問番号１２番、身体障害者日

常生活支援事業、重度身体障害者等住宅改
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造費用助成費でございます。 

 同助成費につきましては、委員がご指摘

のとおり、毎年、予算額が増減しておりま

す。助成１件当たりの単価が高いために、

執行額に毎年ばらつきがあり、適切な予算

額の計上には苦心するところでございま

す。 

 同助成費のここ数年の執行状況でござ

いますが、令和元年度が５件４４７万円、

令和２年度が４件３１０万円と、３００万

円を超える申請が続いておりました一方

で、令和３年度は、これまで１件９万３，

０００円にとどまっております。そのため

令和４年度の当初予算におきましては、８

０万円の減額となったものでございます。 

 続きまして、質問番号１３、障害者権利

擁護事業、成年後見制度普及利用促進業務

委託料の内容でございます。 

 成年後見制度は、知的障害者や精神障害

者、認知症高齢者ら判断能力が十分でない

人の権利や財産を守る重要な制度にもか

かわらず、まだまだ普及していない状況で

ございます。 

 その理由の一つとして、成年後見と聞く

と、どうしても難しいとか、敷居が高いと

いったイメージがあるためではないのか

と考えており、成年後見制度の利用を促進

するためには、まずは制度の広報活動を強

化することが必要であると考えておりま

す。 

 また、国の成年後見制度利用促進基本計

画では、各地域に権利擁護支援の連携ネッ

トワークの構築と、そのネットワークの核

となる機関、これを中核機関と呼びますけ

れども、その中核機関の設置を求めており、

広報、相談、成年後見制度利用促進、後見

人支援の四つの機能を段階的に整備する

こととしております。 

 この点からも、まずは広報機能の整備が

必要であり、令和４年度は成年後見や権利

擁護に関する数多くの実績や経験を持つ

機関に業務を委託し、成年後見制度の案内

や手続方法に関するパンフレットを作成

するとともに、成年後見制度などの権利擁

護に関する市民の啓発研修を５回程度開

催したいと考えております。 

 また、高齢化の進展に伴い、成年後見に

関する相談件数は増加しておりますが、対

応する職員の知識も十分とは言えません。

そのため職員に対する研修も実施したい

と考えております。 

 最後、質問番号１４番、軽度難聴児補聴

器交付事業で、新たに予算化いたしました

補聴器の修理費の助成金の内容でござい

ます。 

 軽度難聴児補聴器交付事業は、軽度難聴

児補聴器購入費助成事業として平成２９

年度に創設した制度で、身体障害者手帳を

所持しない１８歳未満の軽度難聴児に対

し、音声言語やコミュニケーションの発

達・促進を目的に、補聴器の購入費用の一

部を助成するものでございます。 

 現状の制度では、購入後５年を経過すれ

ば、改めて購入費用の助成を受けることが

できますが、修理費用やイヤモールドの交

換費用は、助成の対象ではございません。 

 イヤモールドは、耳にぴったりフィット

することで音漏れを防ぎ、補聴器の効果を

より高めるものでございますが、成長過程

にある難聴児につきましては、購入後５年

を待たずに、イヤモールドのサイズが合わ

なくなることも想定されます。 

 そういった効果が十分でない補聴器を

継続して使用することは、コミュニケーシ

ョン能力の発達はもちろん、授業内容の理

解にも影響し、教育上の観点からも、ふさ
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わしくないと考えます。そのためにイヤモ

ールドの交換費用及び補聴器の修理費用

を新たに助成対象に加えるものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

１５番、生活困窮者自立支援金支給事業に

係りますご質問、会計年度任用職員報酬の

増額理由につきまして、新型コロナウイル

ス感染症拡大後の職員体制の推移を基に

ご説明申し上げます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大が顕著

になり始めました令和２年４月１日時点

の職員体制は、正規職員の主任相談支援員

が１名、会計年度任用職員の相談支援員２

名、学習支援事業を担当する学習支援員１

名の計４名でございました。感染拡大に伴

います国の困窮者支援策といたしまして、

住居確保給付金の支給要件が緩和され、そ

の結果、申請者数が急激に増加したことを

受けまして、令和２年５月２５日に、住居

確保給付金申請業務を担当いたします会

計年度任用職員の相談支援員を１名増員

し、計５名体制といたしました。 

 その後、令和３年６月に、国の新たな困

窮者支援策といたしまして、新型コロナウ

イルス感染症生活困窮者自立支援金支給

事業の実施通知が急遽発出されましたこ

とを受けまして、令和３年７月に、当該支

援金支給事務を担当する相談支援員と事

務補助員を各１名任用しまして、７名体制

として現在に至っているところでござい

ます。 

 以上の経緯から、令和４年度の会計年度

任用職員報酬が令和３年度当初予算と比

較して増加している理由は、新型コロナウ

イルス感染症生活困窮者自立支援金支給

事業が、令和３年度の年度途中から実施さ

れたことに伴います人件費増加分による

ものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 答弁が終わりました。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、二回目の質問

です。 

 まず、質問番号１です。 

 健都推進事業において、国立健康・栄養

研究所設備整備補助金についてお聞かせ

いただきました。 

 移転に伴う設備導入費用なども含まれ

ていると理解いたしました。 

 令和４年度の７月頃とおっしゃってい

ましたけど、移転される際に市民へのＰＲ、

あるいは、本市として令和４年度に連携し

て取り組むことなどがあればお聞かせい

ただきたいと思います。 

 質問番号２で、健都推進事業です。 

 これは、産官学民連携プラットフォーム

構築の支援業務についてお聞かせいただ

きました。 

 現在、第２期で産学官民連携体制を目指

した仕組みづくり、あるいは制度の構築に

向けて取り組まれていると理解いたしま

した。 

 新たに始まる市民サポーターです。代表

質問の際にもお聞かせいただきました健

都ヘルスサポーター。この制度がどのよう

なものなのかを改めて２回目、お聞かせい

ただきたいと思います。 

 質問番号３です。 

 救急医療体制整備事業ですが、負担金が

増額になっている理由をお聞かせいただ

きまして、移転に伴うことで、建物とか機

器の整備等々も入っているということで、

増額されていると理解しました。 
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 三次救急医療機関ですので、市民への周

知等々は必要ないかと思いますけど、大学

病院に移転され、幅広い対応がされるので

はないかと理解いたしましたので、この質

問は以上です。 

 質問番号４で、健康せっつ２１推進事業

です。 

 市のオリジナルレシピの情報発信等々

についてお聞かせいただきました。 

 本市の取り組みを市内外に広く知って

いただける、よい機会と思いますし、工夫

しながら、これからも対応いただきたいと

思います。 

 少し視点を変えますけれども、同じ事業

の中で動画作成委託料で７２万１，０００

円計上されておりました。この動画作成は、

令和２年度、あるいは令和３年度に引き続

いて、令和４年度も取り組まれると認識し

ていますけれども、この取り組みも踏まえ

て、どのように令和４年度に展開されるの

かを２回目、お聞かせください。 

 続きまして、質問番号５です。 

 まちごとフィットネスヘルシータウン

事業で、健幸マイレージ事業です。令和４

年度の展開をお聞かせいただきました。 

 令和４年度はアウトドアに関するもの

も取り入れられるということで、ぜひ若年

層、あるいは無関心層への獲得に向けても

取り組んでいただければと考えておりま

す。 

 昨年度の決算審査に係る委員会の際に、

歩数データの未送信者の方が全体で４

０％おられるということで、スマホのアプ

リの方が圧倒的に多いとお聞かせいただ

いたと認識しておりますけれども、私も、

たまに忘れそうになるので、定期的にやる

ようには心がけていますけれども、せっか

くですので、しっかり送信して、楽しみな

がらやっていただきたいと思いますけれ

ども、この課題について令和４年度、もし

何か取り組まれることがあれば、お聞かせ

いただきたいと思います。 

 質問番号６で、新型コロナウイルスワク

チン接種事業の状況についてお聞かせい

ただきました。 

 やはり本市も例外なく、高齢者の方の接

種率が高いというところをお聞かせいた

だきまして、９３．２％とおっしゃってい

ました。３回目も６５％程度受けられてい

ると認識しました。 

 未接種の方の割合は少ないと認識しま

したけれども、一方で、その中には接種を

希望しない方以外、例えば、事情によって、

これまで受けてこれなかったとか、あるい

は、接種を希望しながらも接種できていな

い人とか、おられると思うんです。 

 まだまだこれからどうなるか分からん

状況の中で、そういった方々へのアプロー

チが大切になってくると思うんですけれ

ども、そういった点について、もし何かお

考えがありましたら、お聞かせください。 

 質問番号７で、第９期のせっつ高齢者か

がやきプランについてお聞かせいただき

ました。 

 第９期の策定に向けて例年どおりアン

ケートを実施すると理解いたしましたけ

れども、そういった意味では第８期の調査

と比較して変更点とか、また新たに取り組

まれる点がもしありましたら、お聞かせい

ただきたいと思います。 

 質問番号８で、高齢者移送サービスにつ

いてお聞かせいただきました。 

 この制度自体はもう令和３年度と変わ

りないというところで、増額理由は賃金と

か燃料費と認識しています。 

 困っておられる方に対して要件緩和と
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いう要望もさせていただいていましたけ

れども、この移動手段の研究結果について

は、訪問型サービスＤに反映されていると

認識しましたので、この質問はこれで終わ

りたいと思います。 

 続きまして、質問番号９です。 

 ひとり暮らし高齢者等安全対策事業。こ

れも令和４年度は、前年度と変わりないと

認識しました。 

 しかしながら、ご答弁の中で、契約は令

和４年度末とお聞かせいただきましたの

で、対象者を重篤な疾患をお持ちの方だけ

ではなくて、やっぱりスキームを見直す、

いい機会になるのではないかと私は捉え

ました。 

 今まで幅広い要件で緊急通報システム

事業を展開される大阪市の例を度々上げ

ていましたけれども、やはり多くの高齢者

の方々に利用していただくべきと私は考

えますし、これからより一層、ひとり暮ら

しの方がふえてくると思いますので、ぜひ

精力的に取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 高齢者が遠方に住む家族、あるいは急な

体調変化に対して、救急医療につないでく

れるとか、パトロール隊が駆けつけてくれ

るとか、そういった意味では安心材料にな

ると思います。 

 本市の制度を先ほどご説明いただきま

したけれども、やっぱり固定電話の回線を

引いていることが前提になると思います。

大阪市では、通報装置を押すとか、ペンダ

ントの緊急ボタンを押すだけで、受信セン

ターとつながっていました。ぜひ対象者を

拡大するなど、いろんな角度で検討いただ

きたいと思いますし、時代に即したスキー

ムの見直しに取り組んでいただければと

思いますので、これは要望としておきます。 

 続きまして、質問番号１０です。 

 太中ゲートボール場の撤去に関するこ

とです。ゲートボール場を撤去して返還す

るということでございました。 

 跡地利用についてですけれども、今使わ

れている老人クラブの方、あるいは自治会、

地元の方々などからですね、ほかに活用す

る、今後こうしてほしいみたいな、そうい

う要望など、もしありましたらお聞かせい

ただきたいと思います。それと、所管課と

して現在検討されていることがあれば、併

せてお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号１１で、福祉タク

シーです。 

 新たに対象になる方の人数をお聞かせ

いただきまして、最終的には４０人前後に

なるとお聞かせいただきました。そういっ

た意味では現時点で増額することなく対

応できるということです。 

 では、その４０名前後の方に対しての周

知方法について、確認の意味でお聞かせい

ただきたいと思います。 

 質問番号１２で、重度身体障害者等住宅

改造費用助成費です。 

 ここ数年の増減と利用状況を聞かせて

いただきまして、令和３年度は１件の９万

３，０００円で、非常にばらつきが多いと

改めて実感いたしました。 

 耳の痛い言い方をするかもしれません。

その実績が減っている背景に、やっぱりこ

の制度をご存じない方も、まだまだおられ

るんじゃないかと思いますので、改めて今

後どのように周知していくのかについて

お聞かせください。 

 質問番号１３で、成年後見制度普及促進

の委託料につきましてお聞かせいただき

ました。 

 パンフレットを作成して市民向けに説
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明会を５回されるというところで、また、

職員にもやられているとお聞かせいただ

きました。 

 予算概要で気になりましたのが、この制

度の普及促進を図る一方で、同制度の利用

助成費は３３万６，０００円で、前年度の

５０万４，０００円から減額されているん

です。令和４年度について、これからしっ

かりやっていくという中で減額されてい

るのが私は気になりました。 

 とはいえ、ここ数年、執行率ゼロであり

ましたので致し方ない部分もあろうかと

思いますので、ぜひ制度の利用、あるいは

普及を促進するように、広く知っていただ

くことも含めて取り組んでいただければ

と思いますので、これはもう要望としてお

きます。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、質問番号１４で、補聴器の

修理の助成金です。 

 この予算額が５万６，０００円と非常に

少額なんです。先ほどご答弁でもありまし

たけれども、これまでの補聴器交付に関す

るところについて確認しておきたいんで

すけれども、今の利用状況がどうなってい

るのかと併せて、これもやはりもっともっ

と広く知っていただくという意味で周知

方法についても、併せてお聞かせいただけ

ればと思います。 

 質問番号１５で、会計年度任用職員の増

額と体制の増減についてです。 

 結局のところ、最終的には７名体制であ

ると認識いたしました。 

 これも少し気になりますのが、現在、政

策推進課のプロジェクトチームが所管し

ている住民税非課税世帯の給付金の支援

事業があったかと思うんですけども、これ

は令和４年度の４月から生活支援課に移

行されると聞いております。見ていますと、

申請期限が９月末となっていますけれど

も、業務量の増加が懸念されるところであ

って、また、相談窓口も生活支援課内に設

けられるということで、想定されている例

えばスペース面のことであるとか、体制つ

いての予定をお聞かせいただきたいと思

います。 

 ２回目は以上でございます。 

○香川良平委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１番、健

都推進事業の国立健康・栄養研究所のＰＲ

についてのご質問にお答えいたします。 

 国立健康・栄養研究所との連携事業が本

格化するのは令和５年度以降と考えてお

ります。令和４年度につきましては食生活

や運動を通じた生活習慣病予防のための

研究、健康食品や栄養療法についての各種

情報提供などを行う国の研究機関が、健

康・医療のまちづくりを進める健都に移転

してくることを広く周知することを中心

に、ＰＲ冊子、動画などの作成や、新型コ

ロナウイルスの感染状況にはよりますけ

れども、感染対策を講じながら、講演会や

見学会などを行えたらと考えております。 

 続きまして、質問番号２番、産学官民連

携プラットフォームの新たに始まる市民

サポーター制度についてのご質問にお答

えいたします。 

 健都ヘルスサポーターについてでござ

いますが、これは会員登録制で、健康づく

りに関する企業の新製品や新技術の開発

を実現するために、試作品等を利用したり、

それに対する意見を提案したりすること

ができます。また、企業からは健康関連の

情報が提供されます。 

 一方で、開発企業のほうは、サポーター
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から意見や健康データが提供されるとい

った双方向の制度となっております。 

 なお、３月１９日に開催する本市と吹田

市が主催のイベント、健都フェスタにおい

て、制度の紹介と会員登録受付を行う予定

となっております。 

 続きまして、質問番号４番、健康せっつ

２１推進事業の動画制作についてのご質

問にお答えいたします。 

 この動画制作は、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、市民健康まつりが中止

となったことをきっかけに、１１月の健康

づくり推進月間に合わせて、令和２年度に

オリジナル動画を２２本制作・配信し、１

か月で合計１万３６５回の再生がありま

した。 

 令和３年度は本市の健康課題や健康せ

っつ２１で掲げる目標に合わせてテーマ

を設定し、３本の動画を制作したところ、

合計で４，４７３回の再生がございました。 

 動画を見た方からは、「短くまとまって

いて分かりやすい」とか、「見たいときに

見られる」などの意見をいただき、これま

で講演会や教室型では参加が少なかった

３０代・４０代の若い層にも視聴されてい

るということが分かりました。 

 コロナをきっかけに、動画配信が健康づ

くりを促す有効な手法の一つであること

が分かったことから、令和４年度は令和３

年度と同様に実施する予定でございます。 

 動画はＤＶＤ等に録画して上映するこ

ともできますので、今後、人が集まる場が

あれば活用もしていきたいと考えており

ます。 

 続きまして、質問番号５番のまちごとフ

ィットネスヘルシータウン事業の健幸マ

イレージのデータ未送信者の対応につい

てのご質問にお答えいたします。 

 今年度、６か月以上データを送信してい

ない方にお知らせはがきを送付し、継続参

加を促しました。 

 また、新規アプリ会員で１か月以上デー

タが送信されていない方に対して、令和３

年１１月から新規登録後１か月後にメー

ルでお知らせを送付しております。 

 令和４年度も引き続き定期的にこうい

ったアプローチをすることで、未送信者に

データ送信を促してまいりたいと考えて

おります。 

 続きまして、質問番号６番、新型コロナ

ウイルスワクチン事業の１・２回目の未接

種者へのアプローチについてのご質問に

お答えいたします。 

 新型コロナウイルスワクチン接種は、現

時点で令和４年９月３０日まで実施する

こととなっております。事情により１・２

回目を接種できなかった方などは、集団接

種の設定はなく、接種日や接種場所は限ら

れておりますが、市のコールセンターで随

時予約受付を行っております。 

 また、障害のある方、認知症の方、日本

語が分からない方などで、自分で予約する

ことが難しい場合には、保健福祉課が窓口

となって予約のサポートを行っておりま

す。 

 ほかにも予約方法やワクチンのことな

ど、接種について困っていることを気軽に

相談していただけるよう、広報誌、ホーム

ページ、地域福祉通信などでの窓口周知は

もちろんのこと、ライフサポーター、コミ

ュニティソーシャルワーカーなどがおり

ます社会福祉協議会、それから、保健セン

ター、介護事業者連絡会といった関係機関

や民生児童委員、自治会長の皆さんなど、

地域団体の方々にもご協力をいただき、相

談窓口のＰＲチラシの配布や説明、相談窓
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口へのつなぎなどを行っていただくよう、

協力をお願いしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号７番でご

ざいます。 

 高齢者かがやきプラン策定委託料とい

うことで、アンケートはさせていただきま

すけれども、新たな取り組みがございます。 

 今回の調査では、全国のほかの市町村と

比較して、地域分析を行うことを目的に、

返送されたアンケート調査の内容データ

を国のシステムに登録するということを

予定しております。 

 データを入力することで、今後他市との

比較検討することができることに加えま

して、本市の高齢者の経年比較も可能とな

って、今後の施策に生かせることができる

と考えております。 

 質問番号１０番でございます。 

 ゲートボール場撤去工事でございます

が、地元からの要望についてでございます。 

 我々がこれまで地元の自治会長や老人

クラブの方々に今後利用する予定はない

かということの確認を行ってまいりまし

た。一応、現段階では利用予定はないとい

うことは確認をいたしております。 

 また、庁内でほかの部署にも活用方法は

ないかということも今確認もさせていた

だいておるんですけれども、現在のところ、

活用予定はないということで聞いており

ます。 

 ただ、今後の活用方法につきましては、

上下水道部も関連してきますので、一緒に

検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号１１、福祉

タクシー事業の対象拡大により、新たに対

象となる方への周知方法でございますが、

対象者を捕捉でき、また少数でありますこ

とから、予算可決後、なるべく早い時期に

案内文書を送付させていただくことがで

きるよう、現在準備を進めております。 

 そのほかにも、ホームページや広報せっ

つでの掲載による周知を考えております。 

 質問番号１２、重度身体障害者等住宅改

造費用助成費の制度周知でございます。 

 身体障害者手帳交付時に窓口でご説明

するほか、日頃障害者と接する相談支援や

居宅介護等の障害福祉サービス事業所と

も連携し、情報を提供していただいており

ます。 

 今後も引き続き居宅での生活に不便の

ある障害者の方にご利用いただけるよう

に、新たな方法も検討しながら制度周知に

努めてまいりたいと考えております。 

 最後に、質問番号１４番、軽度難聴児の

補聴器交付事業でございます。 

 同事業の利用状況でございますが、平成

２９年度、平成３０年度、令和元年度にそ

れぞれ２件、令和２年度はゼロ件、令和３

年度は３件、合計９件の助成を実施してお

ります。 

 難聴児への補聴器の助成につきまして

は、聴力の程度に応じて、国、府、市制度

のいずれかを適用することになりますが、

平成２９年度以降、府制度２件、国制度７

件の実績があり、市制度と合わせると合計

で１８件になります。 

 この実績の１割程度の修理費用の助成

申請を見込み、２件分の５万６，０００円

を予算計上したものでございます。 

 制度の周知につきましては、障害福祉ハ

ンドブックやホームページの掲載など、こ
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れまでは障害福祉課からの情報発信が中

心でございましたが、同制度を普及させる

ためには、子育て世帯に向けた情報提供が

有効であると考えております。そのため、

令和４年度は出産育児課が作成する、せっ

つみんなで子育てガイドへ情報を掲載い

たします。 

 今後も情報発信のルートについて、教育

委員会とも連携しながら検討してまいり

ます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

１５番の２回目のご質問にご答弁させて

いただきます。 

 委員がおっしゃいますとおり、現在、政

策推進課のプロジェクトチームが所管し

ております、住民税非課税世帯等臨時特別

給付金の支給事務につきましては、４月か

ら生活支援課が所管することになってお

ります。 

 執務場所や人員体制、事務引き継ぎ等、

細部につきましては、政策推進課を初めと

します関係各課と現在協議を重ねている

ところであります。４月からの受付支給事

務が支障なく実施できるよう、現在準備を

進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきますけども、全てもう要

望とさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

 まず、１点目の質問番号１です。 

 健都推進事業です。 

 健都移転に伴う市民へのＰＲ、あるいは

連携して取り組むことについてお聞かせ

いただきました。 

 ご答弁にもありましたけど、連携事業が

本格化するのは令和５年度からでござい

まして、人的な支援として保健師、栄養士、

各１名ずつ派遣するとございましたので、

ぜひ情報共有であるとか、いろんな調整な

ど、うまく連携を図りながら進めていただ

ければと考えますのでよろしくお願いい

たします。 

 質問番号２です。 

 同じく健都推進事業の健都ヘルスサポ

ーター制度をお聞かせいただきました。 

３月１９日の健都フェスタでＰＲされ

るというところでございます。 

 これは市民参加型の実証実験と聞いて

おりますし、ぜひ市民の健康への気づきを

体験していただくというところでしっか

りやっていただければと思いますし、市民

と企業、双方にメリットがあるものと捉え

ております。 

 これからも健都における産官学民連携

体制の確立を目指していただいて、鋭意取

り組んでいただけましたらと思います。 

これも要望としておきます。 

 質問番号４です。 

 健康せっつ２１推進事業、動画制作につ

いてお聞かせいただきました。 

 この動画制作はさっきのご答弁にもあ

りましたけど、令和２年度、２２本作成、

配信されて、１万件以上の視聴をされたと

ころで非常に好評なんじゃないかと捉え

ております。 

 時代が変わってきているといいますか、

こういった情報発信はコロナ禍だからこ

そ出てきた発想じゃないかと思いますの

で、いろんな場面で配信していただければ

と思います。 

 これからも市民の健康づくりに向けて、

いろんな関係機関等々、連携を図りながら、
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あるいは深めながら取り組んでいただけ

ればと思います。これも要望としておきま

す。 

 続きまして、質問番号５です。 

 健幸マイレージ事業の歩数データ未送

信の方への対応をお聞かせいただきまし

た。 

 若年層、無関心層の獲得に向けては、先

ほどご答弁もありましたけども、他課との

連携、あるいはコラボ企画が非常に相乗効

果として得られていいのではないかと思

います。 

 今、コロナ禍で活動が難しいと思います

けれども、さらに知恵をしぼりながら、盛

り上げていってほしいと思いますし、コロ

ナ禍だからこそ気兼ねなく、健康づくりが

できる第一歩でございますので、これから

も参加者拡大に向けて、ぜひ取り組んでい

ただきたいと思います。 

 健康増進に向けてはこれまでの取り組

みをさらに推進するとともに、やっぱり自

然に健康になる仕組みづくり、あるいは行

動変容を促す仕組み、仕掛けが無関心層へ

のアプローチとして重要と思いますので、

ぜひ取り組んでいただけますよう、これも

要望としておきます。 

 続きまして、質問番号６です。 

 新型コロナウイルスのワクチン接種に

ついてです。 

 未接種の方へのアプローチをお聞かせ

いただきまして、丁寧に対応されていると

思います。そういった備えがあることを理

解いたしました。 

 ３月から、５歳から１１歳の子どもの接

種の予約が始まっていると思います。一般

的に子どもは重症化リスクが低いと言わ

れていますので、判断に迷われている親御

さんは多いかと思いますし、また、年齢問

わず、副反応が気になるということで、モ

デルナを敬遠されているように私は感じ

ております。 

 私は３回ともモデルナでございまして、

２回目は３９度の熱が出ましたけど、３回

目はめちゃくちゃ楽やったんです。 

 周りの方に聞くと、３回目の接種で大丈

夫だったとおっしゃっている方が多いの

で、正確な情報をだして、モデルナを敬遠

することがないよう、うまく周知していた

だければと思いますので、丁寧な対応をこ

れからも努めていただければと考えます

ので、よろしくお願いします。これも要望

としておきます。 

 続きまして、質問番号７です。 

 第９期の策定に向けて、変更点等々をお

聞かせいただきました。 

 国のシステムに登録すると、ご答弁にも

ありましたけど、他市の比較、あるいは本

市のデータをチェック、管理できるのでい

いのではないかと思います。 

 今後ますます後期高齢者の方が増加す

る中で、やっぱり介護予防、あるいは認知

症予防の取り組みがますます重要になっ

てくると思いますし、様々な事業を展開す

る上で、やっぱり他市等の比較、あるいは

先ほど言いましたように、分析であったり

とか、傾向を管理していくのは非常に重要

な視点であると考えておりますので、ぜひ

いろんな場面で今後の施策に生かしてい

ただきたいと思います。これも要望として

おきます。 

 続きまして、質問、１０番目です。 

 太中ゲートボール場の撤去後の跡地活

用についてでございます。 

 現時点では特に利用予定はないとお聞

きしました。せっかくですので、跡地を有

効に活用しないともったいないですし、令
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和５年度ならまだ時間がございますので、

いろんなアイデアも出てくるかと思いま

す。引き続き地元の方とか、あるいは老人

クラブの方々等々のご意見も注視してい

ただいて、有効な活用方法という視点でい

ま一度ご検討いただければと思います。こ

れも要望とします。 

 質問番号１１番で、福祉タクシー事業で

す。 

 新たな対象となる方への周知方法につ

いて、お聞かせいただきました。早い段階

で案内書を送付いただけるというところ

でございますので、本人のみならず、その

関係者であるとか、介護者への周知という

意味でも幅広くやっていただければと思

っています。またこれもそういったことで

実績がふえてくるようであれば、また予算

措置の必要性も出てくるかと思いますの

で、しっかり実績も積んでいただきながら、

適宜ご案内いただければと考えておりま

す。これも要望としておきます。 

 続きまして、質問番号１２です。 

 重度身体障害者等住宅改造費用助成費

です。 

 周知方法について、お聞かせいただきま

した。これからも新たに周知していくとい

うことです。簡単なところでいいますと、

手すりの設置とか、スロープとか、まだま

だ僕は利用ニーズがあるんじゃないかと

思っております。ぜひご答弁にありました

けれども、制度の周知に努めていただけれ

ばと思いますし、やっぱり実績が低ければ

予算額も当然のことながら減額されるわ

けでございますので、必要な方に必要なサ

ービスを提供する観点からもしっかり取

り組んでいただきたいと思っております。

一方で、執行していく視点も大事だと考え

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。これも要望としておきます。 

 質問番号１４番です。 

 軽度難聴児の補聴器の利用状況、周知方

法についてお聞かせいただきました。 

 これも令和４年度に広く周知していく

というご答弁でございましたけども、せっ

かく修理の補助制度が開始されて、基にな

る事業の利用者が少なかったら当然のこ

とながら効果も薄れると思いますし、この

補聴器の修理の補助制度は国、府の補聴器

に対しても修理できると理解しましたの

で、そういった制度があることを広く周知

いただきたいと思います。 

 これも５万６，０００円の予算計上だっ

たと思いますので、利用拡大された際には

しっかりと予算措置も講じていただきた

いと思います。 

 質問番号１５です。 

 臨時特別給付金に対する業務体制の変

更等々について、これから業務量だけが増

加することがないようにご配慮いただき

たいと思いますし、そういった意味では所

管課から、政策推進課であるとか、人事課

としっかりと話を進めていただいて、取り

組んでいただきたいと思いますし、また、

代表質問でありましたけど、ケースワーカ

ーも法的には３名が不足していると聞き

まして、それも非常に気になりますので、

恒久的な体制強化という視点でも取り組

んでいただければと考えますので、よろし

くお願いいたします。 

 私からは以上でございます。 

○香川良平委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５９分 休憩） 

（午後 １時    再開） 

○香川良平委員長 それでは、再開をいた

します。 

 ほかに質問はございますか。 
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 増永委員。 

○増永和起委員 質問に入る前に、質問の

意図を明確にするために資料を配付させ

ていただきたいと思いますが、委員長、よ

ろしいでしょうか。 

○香川良平委員長 増永委員から資料配

付の申し出がありましたので、これを許可

いたします。 

 それでは、事務局より、資料配付をお願

いいたします。 

（資料配付） 

○香川良平委員長 資料配付が終わりま

した。 

 それでは、増永委員。 

○増永和起委員 それでは、予算概要に基

づいて行っていきます。一部、一般会計補

正予算に関わるところもありますので、そ

のときはまた言わせていただきます。 

 それでは、質問番号１番目です。 

 高齢介護課です。 

 ４８ページの高齢者日常生活支援事業

です。 

 日常生活用具給付費ということで計上

されています。以前から高齢者の補聴器の

問題について、補助金のことが話題にもな

っていましたし、摂津市議会として認知症

予防の効果もあるということで、国に対し

てそういう補助をしてほしいという意見

書を出したということもあります。この問

題について、市として前に進んでいるので

しょうか、教えてください。 

 質問番号２番です。 

 同じく高齢介護課、４８ページの同じく

高齢者日常生活支援事業の中の高齢者民

間賃貸住宅家賃助成費です。 

 予算が増額されていますが、これはどう

いうことでしょうか。 

 また、この取り組みや利用件数なども教

えてください。 

 続きまして、４８ページのシルバー人材

センター事業、質問番号３番です。 

 以前は働く高齢者がふえて、登録者が減

少したと聞いていたんですけれども、現状、

登録者の状態はどうなのか、以前と比べ年

齢層がアップしているのではないかなど、

教えていただきたいと思います。 

 質問番号４番です。 

 これは補正になります、４１ページ、新

型コロナウイルス感染症対策高齢者雇用

確保支援金、大きな減額となっております

けれども、この制度の内容、事業の内容、

そして、シルバー人材センターの登録者も

この対象になったと思いますが、どんな状

況だったのかということについて教えて

ください。 

 質問番号５番です。 

 障害福祉課に移りまして、障害者相談事

業です。 

 先日、ある方の相談に相談支援事業所ま

でご一緒いたしました。その方は精神と身

体の両方の障害がある方で、手押し車を使

っておられる方です。相談スペースはフラ

ットで問題はなかったんですけれども、ト

イレに行きたくなったということで、奥に

トイレがあるんですけれども、非常に高い

段差がありまして苦労されていました。こ

ういう障害者の方々が相談に行くとか、利

用する施設というのはやはり改善がされ

ていないといけないと思うんです。バリア

フリーなどの対応というのが必要だと思

うんですけれども、相談支援事業所に言っ

ても費用が発生することなので、なかなか

そう簡単にはできないのではないかと思

います。障害者の相談事業を行っていると

ころに、市としてどのような支援をされて

いるのか、お答えください。 
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 質問番号６番です。 

 ５０ページ、市立みきの路運営事業。 

大きな減額となっています。この減額の内

容を教えていただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号の７番です。 

 ５２ページ、共同生活援助事業。 

 グループホームの事業だと思いますが、

障害者の生活の場所です。 

 入所施設という形ではないのかと思う

んですけれども、現在市内に何か所あって、

利用者がどれくらいいらっしゃるのか、増

減なども教えてください。 

 質問番号８番です。 

 ５２ページ、障害者理解促進研修・啓発

事業、この予算はどういう内容なのか、教

えてください。 

 質問番号９番です。 

 生活困窮者自立支援事業、また、新型コ

ロナウイルス感染症生活困窮者自立支援

金支給事業、生活支援課の分ですが、４６

ページにあります。 

 光好委員も質問されておられたんです

けれども、自立支援事業、生活困窮者の相

談だけではなくて、様々な給付金であると

か、そういうものも仕事となってきていて、

人員も増員されているというようなお話

でしたけれども、人手が足りているのかと

いうところでは心配なところもございま

す。相談件数、それから、自立支援金の申

請件数、利用数、どれくらいなのか、推移

がどうなっているのか、教えていただきた

いと思います。 

 自立支援金の申請ですけれども、これが

決定されてから振り込みまでどれくらい

かかっているのか。２回目、３回目という

のがあると思うんですけれども、相談者の

方の事情でそれが遅れるというのは、これ

はもう仕方がないことですけれども、市と

してきちんと決定して、それから振り込む

まで、どうなっているのかということにつ

いてお伺いしたいと思います。 

 質問番号１０番です。 

 ６２ページ、生活支援課の生活保護事業

です。 

 今、コロナ禍の下、命を守る生活保護制

度がますます重要になっています。生活保

護の利用者数、世帯数の伸びはどうなのか。

また、シングルマザーの貧困や子どもの貧

困のことが言われていますが、生活保護の

捕捉率がこの若い世代、子育て世代で低い

ということが社会問題になっています。世

帯の状況ごとの数や割合も教えてくださ

い。 

 質問番号１１番、保健福祉課です。 

 ４４ページ、社会福祉協議会補助事業、

これが前年よりも減っています。何ででし

ょうか。 

 それから、社会福祉協議会の緊急小口資

金、総合支援資金、住居確保給付金など、

様々ありますけれども、それぞれ６月まで

延長になっていると思いますが、利用者数

の増減はどうでしょうか、教えてください。 

 質問番号１２番、６４ページ、健都イノ

ベーションパーク企業立地推進事業、保健

福祉課です。 

 企業誘致を進めてこられたと思うんで

すけれども、現在の状況はどうでしょうか、

教えてください。 

 質問番号１３番です。 

 ６４ページ、救急医療体制整備事業、こ

れも光好委員からも質問があったとは思

いますけれども、三島救命救急センターが

移転し、新しい場所でスタートをするとい

うことでございます。三島救命救急センタ

ーはコロナ患者の受け入れも行っている

のではないかと思いますが、どうなってい
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るのか、病床は足りているのか、また、ほ

かの救急患者への影響などはどうなのか、

教えていただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号１４番です。 

 ６４ページのがん検診事業です。 

 先ほど配っていただきました資料もま

た見ていただきたいと思うんですけれど

も、先日の本会議の代表質問のところで、

ＰＦＯＡに関する質問に対して、がんの罹

患率、低出生体重児の割合の本市の状況は

統計的に見て、大阪府内の団体と比較して

特異性がないということが市の答弁とし

て行われました。３月１０日の民生常任委

員会で、その答弁の根拠を聞くと、環境政

策課は、がんの罹患率に対してですけれど

も、自分たちはがんの罹患率に関しては、

保健福祉課から情報提供を受けただけで、

それをそのまま言ったのだというような

答弁が返ってきたわけです。保健福祉課と

して、本会議での答弁の根拠として、どの

ような資料を出されたのか、どのような経

過でこの資料提供を求められたのか、恐ら

く環境政策課のほうから求められたと思

うんですけれども、その経過、そして、Ｐ

ＦＯＡの環境への影響に対しての答弁の

ための資料だということを知って出され

たのか、その点についてお伺いしたいと思

います。 

 質問番号の１５番として、新型コロナウ

イルスのワクチンの接種事業のことを聞

こうかと思っていましたが、光好委員のほ

うから質問がされておられましたので、こ

のことについてはワクチン接種の３回目

の前倒しが遅れたとか、様々な問題はあり

ますけれども、国の政策がなかなかその場、

その場で決まらずに、自治体に負担がたく

さんいっていて、現場の皆さんはご苦労を

本当にされていると思うんですけれども、

市民の皆さんにしっかりとした説明、また、

支援もしていただいて、頑張って進めてい

ただきたいと思いますので、これは要望と

しておきます。 

 以上、１回目です。 

○香川良平委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１番でご

ざいます。 

 高齢者日常生活支援事業の日常生活用

具給付費のところでございます。 

 取り組み状況でございますが、現在、日

常生活用具給付費には加齢性難聴者の補

聴器購入は対象者にしておりません。 

 ただ、加齢性難聴者の補聴器購入に対す

る助成につきましては、難聴のため、コミ

ュニケーションがとりづらくなってきて、

それが認知症の発症に影響を及ぼすとい

うことが明らかになってきているという、

そういう認識は持っております。 

 国の研究機関が令和２年度に研究報告

をあげておるんですが、適切に補聴器を導

入することで、認知症の発症が軽減される

可能性があるという報告もされて、市町村

にも情報がきております。 

 摂津市としましては、国への要望を令和

３年度から始めさせていただきました。市

長会を通じてではありますが、国への要望

としまして、助成制度の創設を要望してい

るという状況でございます。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 高齢者日常生活支援事業の高齢者民間

賃貸住宅家賃助成費についてでございま

す。 

 予算が増額となっておりまして、取り組

みや件数もということでございます。 

 この助成制度につきましては、高齢者の
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住宅支援を目的に、民間の賃貸住宅に居住

する高齢者世帯に対しまして、家賃の一部

を助成するという事業でございます。１か

月につき家賃が５万円以下の世帯に対し

まして、１か月１万円を限度としまして、

家賃額の３分の１の額を助成しており、非

課税世帯の方には１，０００円の上乗せを

して助成をさせていただいております。 

 支給件数、支給額の現状についてですけ

れども、令和３年度の支給件数及び支給金

額は２７０件で３，０２７万円を見込んで

おります。そのうちの新規が３０件となっ

ております。 

 令和２年度は２６６件、２，９１９万８，

７００円、２，９００万円ぐらいですね。

令和元年度は２６３件で２，８４９万２，

９００円で、２，８００万円ぐらいという

ことで、令和３年度は３，０００万円を超

えてくるんじゃないかと見ておりまして、

近年申請件数が微増の傾向でございます。 

 このこともありまして、令和４年度につ

きましては、この傾向を反映させまして、

予算額を１２０万円増額して、措置をして

しっかり対応していこうと思っておりま

す。 

 こちらは令和３年度の取り組みで、周知

もしっかりしていこうということで、広報

せっつにも掲載をさせていただいており

ます。令和３年度は５月に掲載いたしまし

たところ、新たに８件の支給決定にもつな

がっております。窓口で対応しております

と、広報誌を見て申請に来庁されたという

お声も頂いておりますので、広報誌の影響

があったということで、引き続き広く市民

の皆さんに周知できるように取り組んで

まいりたいと考えております。 

 続きまして、シルバー人材センターでご

ざいます。 

 登録の状況でありますとか、年齢層につ

いてでございます。 

 会員数ですが、令和４年１月時点で９６

４人で、うち就業者数が８００人で、待機

者が１６４人でございまして、就業率が８

３％でございます。令和２年度末の登録者

数が９２９人、うち就業者数が７４１人、

待機者数が１８８人で就業率が８０％で

ございましたので、登録者数は３５人増加、

就業者数は５９人の増加、待機者は２４名

の減少となっておりまして、就業率は３ポ

イント改善をしております。 

 会員の平均年齢につきましては、平成２

４年度末が７０歳、１０年ぐらい前は７０

歳であったものが、平成２９年度末には７

３歳で、令和３年度末ですが、７５歳ぐら

いじゃないかということで、この１０年間

の間に５歳ぐらい年齢が上がってきてい

るということでございます。 

 続きまして、補正予算でございます。 

 高齢者雇用確保支援事業ということで、

高齢者雇用確保支援金ということで給付

をさせていただいております。 

 こちらは緊急事態宣言期間中にもかか

わらず、雇用の確保に努める事業主を支援

するということで、高齢者の社会参加に資

することを目的とする事業でございまし

て、令和３年８月２日から、令和３年９月

３０日の間の前回の緊急事態宣言期間中

に摂津市内に住む高齢者を雇用する中小

企業、または個人事業主に対しまして、該

当者一人当たり１万円を支援するという

ことでさせていただいております。 

 今回予算を減額しまして、予算額を２，

０００万円にしておるんですけども、支給

の状況ですけれども、交付決定の状況が２

月末時点で２７件、１，０６４万円を支給

させていただいております。 
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 内訳としましては、中小企業の方が１６

件で６９万円、個人事業主の方が３件、５

万円、医療法人が１件、４万円ですね、社

会福祉法人が５件、５８万円、ＮＰＯ法人

が１件、６万円、シルバー人材センターが

９２２万円の支給をさせていただいてお

ります。 

 我々もこの支援金につきましてはシル

バー人材センターの事務局とも話し合い

をさせていただきまして、なるべく市民に

還元していきたいという話もお伺いをし

ておりました。 

 そのシルバー人材センターの状況です

けれども、確認をしますと、支給対象者、

１万円を上限としまして、勤務実績に応じ

て会員に支給するということで伺ってお

りまして、こちらは２月にもう既に支給を

していただいているということで、７５８

人の会員の方に支給をしていただきまし

て、そのうちの５９０人の方に１万円が支

給されているということでございます。シ

ルバー人材センターの事務局にとりまし

てもしっかりと還元をしていきたいとい

うことでこういう処理となっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 それでは、障害福祉

課に関わります４点の質問にお答えいた

します。 

 まず、質問番号５番、相談支援事業所の

バリアフリーに関するご質問でございま

す。 

 相談支援事業所につきましては、障害を

お持ちの方が日常生活や社会生活を営む

上での困り事などの相談を受けたり、障害

福祉サービスを利用するための計画の作

成を支援したりする事業所で、障害者の方

も訪れる施設になります。 

 現在、相談支援事業所に対するバリアフ

リー化等の費用の助成等の支援について

はございません。 

 続きまして、質問番号６番、市立みきの

路運営事業の予算の減額理由でございま

す。 

 こちらにつきましては、令和３年度に実

施いたしました空調給湯設備等改修工事

に関連する予算、合計９，１８５万８，０

００円が削減されたためでございます。 

 続きまして、質問番号７番、共同生活援

助に関するご質問でございます。 

 現在市内には共同生活援助を提供する

事業所、いわゆるグループホームですけれ

ども、１６施設ございます。 

 利用者につきましては、これは摂津市が

援護している障害者が利用されていると

いう人数で、市内外にかかわらずグループ

ホームということになりますけれども、２

月末の数字になりますが８６人の方がご

利用いただいておりまして、大きく増減と

いうのはございませんが、少しずつふえて

いるような状況でございます。 

 ４点目、質問番号８番でございます。 

 障害者理解促進業務委託料の内容でご

ざいますが、同委託料につきましては、障

害者の店、陽だまりを市内社会福祉法人の

運営する施設に移転し、その運営業務を委

託するものでございます。 

 委員のご承知のとおり、陽だまりは現在

障害者総合支援センターの１階に設置さ

れておりますが、同センターは常時施錠さ

れた施設であり、また、訪れる人も限られ

るため、障害者の理解を促進する施設であ

りながら、その役割を十分に果たせていな

い状況でございます。移転することで市民

の目にとまる機会の増加を図り、障害者に

対する理解の促進と障害福祉の啓発の強
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化を目指してまいります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、生活支援

課に係ります２点のご質問、まず、質問番

号９番、新型コロナウイルス感染症生活困

窮者自立支援金に係ります相談件数、支給

状況、それと申請から実際の振り込みまで

３０日以上かかったケースということで

ご答弁させていただきます。 

 まず、この自立支援金の相談件数でござ

いますが、窓口のほうに生活が苦しいとい

うことで相談に来られた方に対しまして、

全てこういった自立支援金、ほかに活用で

きる支援のご説明をしておりますので、そ

ういったトータルの件数ということにな

りますが、相談件数は２月末までで５８２

件、それに対しまして、自立支援金の支給

決定者の方が実人数で１０６人、直近の３

月８日現在の支給総額につきましては２，

１７８万円、支給件数としましては３２１

件ということになっております。 

 あと申請から、申請決定、支給までに３

０日以上かかったケースということでご

ざいますが、初回申請決定日から振り込み

までの期間で３０日を超えている事案と

いうのはございません。確かに初回の申請

を認定して、審査のほうをしまして、書類

の不備等で決定までに日にちがかかり、そ

の結果、３０日を超える事案というのは発

生しておりますが、決定から支払い、振り

込みまでは３０日以内で完了していると

いう状況でございます。 

 続きまして、質問番号１０番、長引くコ

ロナ禍におけます生活保護の状況、利用者

数、世帯数、あと世帯の類型別状況、それ

と母子世帯の動向ということでご答弁さ

せていただきます。 

 直近の令和４年２月末時点におけます

生活保護の状況で、まず、受給世帯数は１，

１８４世帯、受給者数は１，５０３人とい

うことで、令和３年２月末時点の受給世帯

数は１，１７１世帯、受給者数が１，５２

６人、これと比較いたしますと、世帯数は

１３世帯増加しておりますが、受給者数は

２３人減少しております。 

 また、受給世帯類型別の状況についてで

ございますが、同じく令和４年２月末時点

で申しますと、高齢者世帯が７３１世帯、

母子世帯が７４世帯、障害者世帯が１２１

世帯、傷病者世帯が８０世帯、その他の世

帯が１７８世帯ということで合計１，１８

４世帯となっております。これも同じく令

和３年２月末時点の状況と比較いたしま

すと、高齢者世帯は７０８世帯、母子世帯

が８７世帯、障害者世帯が１１７世帯、傷

病者世帯が８５世帯、その他の世帯が１７

４世帯ということで合計１，１７１世帯と

なっていることから、高齢者世帯が２３世

帯増加していることに対しまして、母子世

帯が１１世帯減少しているという点が特

徴として挙げられます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号１１番、社会福祉協議会補助事業につき

ましてご答弁させていただきます。 

 まず、社会福祉協議会の補助事業の減額

についてのご質問です。 

 社会福祉協議会につきましては、ボラン

ティアセンター活動や献血コミュニティ

ソーシャルワーカー設置など、多くの事業

を市からの補助により実施しております。 

 令和３年度と比較しまして補助金額が

減少した主な理由につきましては、各事業

の実績に基づく費用額の精査及び社会福
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祉協議会における職員の退職や異動等に

より、補助の対象としている人員の人件費

単価が変動したこと等によるものでござ

います。 

 引き続きまして、緊急小口資金と総合支

援資金のご質問についてでございます。 

 緊急小口資金と総合支援資金の令和４

年２月末時点での相談件数等でございま

す。 

 まず、緊急小口資金につきましては、相

談件数３，８７６件、申請件数１，２３２

件、決定件数１，２１９件となっておりま

す。 

 また、総合支援資金につきましては、同

じく相談件数が３，７４６件、申請件数が

１，８７７件、決定件数が１，８７１件と

なっております。 

 本市の社会福祉協議会の窓口の状況と

しましては、制度開始当初に比べますと、

混雑は緩和されているとのことでござい

ます。事務手続としましては、申請を受け

付けた翌日には書類を大阪府社会福祉協

議会に発送し、そこで審査された後、各自

の口座に送金される流れとなっておりま

す。審査状況によって１週間で確実に支給

されるとは言えないまでも、できる限り早

く受け取っていただけますよう、市の社会

福祉協議会としましては努めているとこ

ろでございます。 

 続きまして、健都イノベーションパーク

企業立地推進事業についてでございます。 

 現状ということでございますが、現在、

健都イノベーションパークにはニプロ株

式会社とエア・ウォーター株式会社の２社

の進出が決定しており、令和５年度以降に

進出の予定でございます。 

 また、企業や大学の産学連携の窓口など、

様々な機関が入居するアライアンス棟に

は、国立健康・栄養研究所が令和４年７月

頃に移転予定のほか、入居企業も複数決定

しております。 

 本市の所有地につきましては、大阪府や

吹田市など、関係機関と鋭意情報交換しな

がら、企業誘致に取り組んでいるところで

ございます。 

 引き続きまして、質問番号１３番、救急

医療体制整備事業についてでございます。 

 三島救命救急センターの患者の受け入

れについてのご質問にお答えいたします。 

 三島救命救急センターのコロナ患者受

け入れ病床は現在４床でございます。 

 コロナ患者は大阪府が搬送の調整をさ

れておりますことから、その要請により受

け入れております。同センターは第三次救

急ですので、重症者の受け入れを担ってお

り、第６波に入ってから満床のことが多か

ったと聞いております。重症者が回復し、

中等症となれば転院となり、また重傷者を

受け入れるというサイクルで動いており

ます。 

 また、コロナ患者以外を受け入れる病床

というのは別となっておりますので、一般

の救急患者の受け入れはできているとい

うことでございます。 

 質問番号１４番、がん検診事業について

でございます。 

 まず、提供しました資料につきましてで

ございます。 

 これは、大阪国際がんセンターのがん対

策センターのホームページで広く公表さ

れているものでございます。 

 このホームページでは、胃がん、大腸が

ん、肺がん、乳がん、子宮頸がん、肝臓が

んについて、市町村別にデータを取得する

ことができるデータベースとなっており

ます。 
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 この資料の目的ということでございま

すけれども、こちらにつきましては、代表

質問のＰＦＯＡに係る資料ということで

依頼がありましたので、ＰＦＯＡの関連で

あることは認識しておりました。がんの罹

患率ということでしたので、代表的な全部

位のデータを提供したものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 質問番号１番、高齢者日常生活支援事業

の補聴器の件でございます。 

 今、全国で４３市区町村で購入補助が実

施をされているというところになってい

ます。おっしゃられたように、認知症に対

して予防効果の可能性があるという研究

報告もあったところから、全国的にもずっ

と進んでいっているというのも含めて、実

施のところがふえていっているという状

況です。東京都は１５自治体がもう既にや

っていますし、兵庫県では明石市も補助を

しています。 

 兵庫県なんですけれども、２０２０年度

にこの補聴器に関連した調査を実施する

という予定をしているようです。２０２２

年度の予算案で高齢者の補聴器活用状況

の調査の指針というのが盛り込まれて、高

齢者補聴器購入補助制度への導入事業を

国へ求めるその資料として行われるとい

うことです。補聴器装用のニーズや社会参

加活動の状況なども把握するということ

が事業の目的ともされています。 

 また、モニタリングというのも事後のア

ンケートの後に行って、協力する一定要件

を満たした方に抽せんで４００人程度、上

限２万円で補聴器の購入費用を補助する

ということも盛り込んだ、そういうモデル

事業を行うということです。 

 やっぱり議会からもこの問題は前に進

めてほしいという思いを意見書でも国に

出したところですし、摂津市も国に要望書

を出しておられます。まずは調査を行うと

いうことからされてはどうかと思うので

すが、それについての見解をお伺いいたし

ます。 

 質問番号２番です。 

 同じく日常生活支援事業の中の高齢者

民間賃貸住宅の家賃補助の問題です。 

今のお話で、やはりこの制度、だんだんと

ふえていっているということでした。以前

は新たに申請される方でも、施設に入られ

るとか、亡くなられるとかして、件数とし

て余りふえないというのがあったんです

けれども、やはりニーズが高まってきてい

るんだというのを非常に感じます。この高

齢者の民間賃貸住宅の問題について、何か

新たな取り組みがあるのかどうか、これに

ついてお聞かせ願いたいと思います。 

質問番号３番です。シルバー人材センタ

ー事業です。 

高齢化してきているというようなお話

があったのと、それでも働く方の人数が少

しふえているということでした。コロナの

影響なども令和２年度とかはあったんじ

ゃないのかと思うんですけれども、仕事そ

のものも、やはりコロナの影響で減ってい

るんじゃないのかと思ったりもするとこ

ろです。仕事につけてはるっていうことは

いいことなんですけれども、その仕事の内

容というか、回数が減ったりとか時間が減

ったりとか、様々あるのではないかと推測

をいたします。登録者の方々にしっかりと

仕事が回っているのかどうか、そのことに

ついても、人数だけではなくて仕事量が減

少していないのかということも把握され
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てるのかどうか、教えていただきたいと思

います。 

質問番号４番です。 

高齢者の雇用の確保をしてくれる中小

企業や個人事業主、その他に支援をしてい

ただいたということは大変ありがたかっ

たと思います。シルバー人材センターでは

それがしっかり一人一人の登録者の方に

届いたということで、よかったと思ってい

るわけですけれども、中小企業とか、それ

から個人事業主の方々に、どこまで使える

制度だっていうことで届いたのかという

のが、気になったりもするところです。 

年金の引き下げもこれから行われて、物

価も上がっています。国保料や介護保険料

の負担も大きくなっている、市として、ぜ

ひ高齢者の支援を様々な形で行っていく

勉強をしていっていただきたいと思って

おりますので、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。これは要望としておきます。 

続きまして、質問番号の５番です。障害

者の相談事業です。 

現在はバリアフリー化等の助成は行っ

ていないということでした。しかし、やは

り現実的には、目の前で私もそうやって苦

労されながら、大きな段差を介助してもら

いながら登っておられるのを見て、やはり

これは大変やと感じました。なかなか実際

にそこの相談の事業を行っているところ

が、バリアフリー化ができるというような

経済状況にはないのかと思ったりもしま

すので、ぜひソフト面だけではなくて、ハ

ード面の支援もしっかりと行っていただ

けるように、協議をしながら進めていって

いただきたいと思います。やはり障害者の

方が苦労されないで、相談を受けられるっ

ていうことが必要だと思いますので、ぜひ

よろしくお願いしたいと思います。要望に

しておきます。 

質問番号６番です。 

みきの路の修繕工事が完了したので減

額になったというようなことです。空調設

備とかだったと思います。コロナ禍のもと

で、入所者がいる中での工事ということで、

大変だったんじゃないのかと思うんです

けれども、今、障害者の親亡き後の問題っ

ていうのが、ずっと言われてきているんで

すけれども、こういう入所施設は必要だと

思っているんですが、現在の定員数、利用

者数、それから入所待ちの人が多いのか、

他市からの利用もあると思うんですけれ

ども、市内優先になっているのか、この点

についてお聞きしたいと思います。 

続きまして、７番です。 

共同生活支援事業、グループホームです。

入所施設では、障害者の施設、定期的なＰ

ＣＲ検査の制度というのがあって、職員の

方もやっておられると思います。グループ

ホームは生活をする場ということですの

で、ぜひその点についても教えていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

質問番号８番です。 

私も何度も指摘をさせていただいてお

りました、学園町にある商工会の建物の中

に入っていたわけですけれども、やっぱり

みんななかなかそこへ足を運ぶというよ

うなことは用事がない限りはないですし、

そういう中で展示をしても、本当に見ても

らえる人が関係者しかいないということ

です。今回はアウルへ移転をされるという

ことで、非常に喜んでいます。要望してき

たのが実ったなと思っています。アウルの

運営そのものも、今コロナで大変になって

いるんじゃないのかと思うんですが、分か

ってたら教えていただきたいと思います。 

続きまして、質問番号の９番です。 
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自立支援のことですけれども、この自立

支援金は、社会福祉協議会の貸付金が全部

終わって、それでもまだ生活がやっていけ

ない、しんどいという方々に対しての制度

だということで、社会福祉協議会のほうと

も絡んでいる内容です。やはり申請から振

り込みまでが大変時間がかかっていると

いう問題があります。厚生労働省は、通常

１週間くらいと一応答えているわけです。

これは貸付金についてのことですが、この

後の支援金も性格は一緒やと思っていま

す。 

生活と健康を守る会が、昨年の１２月に

厚生労働省と交渉を行っております。申し

込みをして決定がおりる時間はどのくら

いかかるのかという質問に対して、厚生労

働省は通常１週間くらいですが、事務手続

で少しかかる場合がありますということ

を言っていて、そのときは実際の案件があ

り千葉県の佐倉市の方のことですけれど

も、２週間以上たっても決定がないために、

千葉県の社会福祉協議会に問い合わせし

たところ、忙しいので１か月以上かかり、

１２月末に決定しますと言われた。ひどい

話だなと思ったんですが、こういうことも

起きていて、厚生労働省が千葉県に指導を

してくださいという、県からの要請を受け

て、多分指導をしたんだと思うんですけれ

ども、そしたらその翌日に連絡があって、

明日に振り込みますっていうことが行わ

れたという内容があるんです。全国で今、

大変混雑もしていると思うので、大変遅く

なっているという問題が出てきていると

思います。 

やはり生活がやっていけなくて、貸付金

なり給付金なり申請をされるわけですか

ら、それが手元に来るまでにすごく時間が

かかるということは、本当にやっていけな

い方はカードローンで借金するとか、そう

いうことも起こっています。早急な改善が

求められると思うんですね。 

熊本県の社会福祉協議会のホームペー

ジを開きますと、「遅くなっていて申し訳

ありません」というのがまず出てきて、「申

請受理から送金日まで１０日としており

ます」と書かれているんですね。頑張った

らこれぐらいはできるのかと思うわけで

す。 

大阪市の社会福祉協議会は、受け付けて

翌日には大阪府に送りますっていうこと

で、すごい頑張っていただいていると思う

んですけど、ところが送った先で、滞って

るみたいでして、小口資金で７日から１０

日、総合支援金の場合は３週間とか、そう

いうことも、これは大阪府社会福祉協議会

のホームページに書かれております。ひど

いなと思うのは、何時頃になりますかって

いう問い合わせをしないでくださいって

書いてあるんですよ。余計に滞るから、み

たいなことを書いているんですが、１週間

って言われているのを、２週間以上かかっ

てるかもしれないと、厚生労働省は話をし

てるんですが、３週間っていうのが当たり

前のように書かれているっていうのは、大

阪府は、大分対応が悪いなと思います。 

また群馬県は、いつまでに受理をしたら、

いつに振り込むかを、ホームページ上で上

げているというようなこともしています。 

質問に戻りますが、３０日っていうのは、

かなり長くてそんなことはないんだとい

うようなお話でしたけれども、摂津市は自

立支援金を、大体何日ぐらいで振り込みが

行われるのか、そのことについて伺いたい

と思います。もちろん、ご本人のことで書

類が足らんかって、もう一回提出してくれ

とか、そういうようなことは除外をして、
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普通では、申請から手元に届くまで、どれ

くらいかかるのかということについて、教

えてください。 

続きまして、質問番号の１０番です。生

活保護の問題です。 

やはり生活保護が少しずつふえている

けれども、高齢者の方がふえていっている。

それは高齢者が多くなりますから、年金が

少なければ、それで生活していけないって

いうことで多くなっていくとは思うんで

す。けれども、若い方が減少しているとい

う問題が、やはり見逃せない。母子世帯の

中で減少があるっていうのが、シングルマ

ザーの貧困といわれる中で、経済的に自立

でき生活保護から自立しましたという方

がたくさんいらっしゃるっていう状況や

ったらいいんですけれども、今はやっぱり

そうではなくて反対に、今まで受けてなか

ったけど受けざるを得ないというところ

になっていっている方も多いんじゃない

のかと思うんですが、でもこれは摂津市だ

けの問題ではなくて、全国的にもこの母子

世帯の生活保護の捕捉率が非常に低い、こ

のことについては問題になっているとこ

ろです。 

日本共産党の代表質問で、国民の権利で

ある生活保護ということで、市長は答弁で

明言をしていただきました。厚生労働省も

ホームページで、生活保護は権利、ためら

わずに相談をと、大きく載せているんです。

これはやはりコロナ禍のもとで、生活保護

を受けずに、餓死をしたとか、子どもが貧

困のまま置かれているとか、こういうこと

をなくすためには、非常に大切なことだと

思っております。 

ところで、その摂津市のホームページを

見てみたんですけれども、やっぱり厚生労

働省のホームページと大分違うんですね。

厚生労働省のホームページは、前はどうや

ったか知りませんけど、かなりアピールを

しっかりしていまして、生活保護の申請に

ついてよくある誤解というのが書いてあ

りまして、大きな字で書いてあるんですよ。

「扶養義務者の扶養は保護に優先します

が、例えば同居していない親族に相談して

からでないと申請できないということは

ありません」とか、「住むところがない人

でも申請できます」とか、「持ち家がある

人でも申請できます」、それから「必要な

書類がそろっていなくても申請はできま

す、福祉事務所とご相談ください」って書

いてあるんです。「現下の状況において休

職している方へ」という文字もあって、「働

く能力がある人は、その能力を活用するこ

とが保護の要件ですが、現在の状況下にお

いて十分に求職活動を行うことが難しい

と認められる場合は、この要件について一

旦判断されないまま保護を受けることが

できる場合があります」と。当たり前のこ

となんですけど、ちゃんと書いてあるんで

す。自動車の保有とか、自営業のために店

舗とか機具とか、そういうものをもってい

ても、コロナ禍の大変な中で、なかなかそ

れをすぐ処分するっていうのが求められ

ないと、状況に応じて保有ができる場合も

ありますよということもちゃんと書かれ

ています。 

ところが、摂津市のホームページを見ま

すと、保護を受けるための要件ということ

で、「働ける人は十分に働いてください」

（能力活用）、「財産や土地などは、原則と

してまず処分して、生活費にあててくださ

い」（資産活用）、「親、兄弟・姉妹などの親

類で、生活に余裕のある人がいれば、その

人からの援助を受けてください」（扶養能

力の活用）ということが書かれていて、別
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に間違っていないんですけれども、生活保

護を受けるための要件ということで、これ

が書かれていると、じゃあ今、失業してる

けど、体も丈夫で、別に病気もしてないし、

そういう人はあかんのかと。また家や土地

があるけれども、自分の住んでるとこだけ

で、今すぐ出ていくわけにいかへんねんけ

れども、そういう人はやっぱり生活保護を

申請したらあかんのか。扶養の問題があっ

て、生活保護を受けられへんのかと、いろ

いろやっぱりここで考えるわけですよ。特

に母子家庭なんて若い方ですから、稼働能

力のある、働ける方です。働いてたら生活

保護が受けられへんと思ってはる人は、結

構多いんです。でもその働いている金額で、

健康で文化的な生活が送れない、生活保護

の基準よりも低い方は、その低い分が受け

られるわけですから、相談に来はった方に

はそのことを伝えれるけれども、相談に来

られない、まずこれを読んでああ駄目だと

思ってしまったら、もう相談にも来ないわ

けですから。摂津市のホームページも、ぜ

ひ、この厚生労働省と同じ内容にしていた

だきたいと思っているんですけれども、そ

れについてどうお考えか、お尋ねします。 

質問番号１１番です。社会福祉協議会の

補助事業です。 

今の自立支援金のところで、大分言いま

したので、そういう内容なんでございます。

摂津市はすごい頑張っていただいて、１日

で大阪府に送っているっていうのを聞い

て、安心したんですけれども、やはり大阪

府が遅いっていうことで、ぜひ、現場がこ

んなに頑張っているし、困ってる人がいっ

ぱいいてるということを、大阪府の社会福

祉協議会のほうに、本市の社会福祉協議会

から声を上げるっていうことが、どこまで

できるのか分かんないんですけど、ぜひぜ

ひ現場の声を伝えていっていただきたい

と思います。 

社会福祉協議会の体制が足りているの

かというようなことも伺いたいと思いま

すので、お願いします。 

続きまして、質問番号１２番です。 

以前は、健都イノベーションパークは、

この民生常任委員会ではなく、特別委員会

の所管になってたので、細かい内容を余り

聞けてなかったんですけれども、伝え聞く

ところでは、なかなか入居する企業が見つ

からないという話を、ずっと聞いてたんで

す。今はだんだんとそういう企業も出てき

たということで、安心しているところでご

ざいます。健康・医療のまちづくりという

ことにふさわしいような、企業誘致という

ことでございましたので、立地促進条例の

中でね、これも促進のための奨励金の対象

とするというようなことも決めていると

思いますので、しっかりと頑張っていただ

きたいと思います。 

ところで、この場所で、吹田市と協働で

中学校給食の大規模センターを建設する

というような協議があるということを聞

いているんですけれども、それは健都のコ

ンセプトと合うのでしょうか。今までどん

な企業でもいいというわけではないんで、

なかなか決まらないという議論がされて

きたと思うんです。健都のコンセプトに合

うところに来てもらいたいと思っている

ので、時間がかかるけれども、そういうと

ころをしっかりと誘致していくってお話

を聞いてたと思うんですけど、そことの整

合性について、お尋ねしたいと思います。 

質問番号１３番です。救急医療体制、三

島の救命センターも、コロナの病床を４床

ということでございました。第６波で病床

が満床になるということが続いていると
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いうこともお話の中でありました。ほかの

救急患者は、別のベッドがあるから大丈夫

だということなんですけれども、今、本当

に大阪府では、病床削減というのもありま

して、大変な事態が進行していると思って

います。 

大阪府の新型コロナウイルスによる累

計死者数、３月５日付の新聞報道ですけれ

ども、３日で４，０００人を超えたという

ことです。４，００２人、府の１．６倍の

人口をもつ東京都の死者数は、３，７４０

人ということで、これを上回っています。 

特に第６波の死者数が９３８人と、東京

都の５６８人の１．６倍に膨れ上がってい

ます。 

この重症病床の使用率４２．６％、ここ

にはコロナの軽症、中等症でもその他の悪

化により、重症病床での入院加療が必要な

患者数も含まれていますが、府が国に緊急

事態宣言の要請をする目安の４０％を既

に超えています。 

すぐに使用できる、実運用病床の使用率

に至っては６５．７％と、さらに厳しい状

態にあります。 

知事は重症病床は命を守る最後の砦と

言いながら、急性期病床を２０２０年度に、

２２９床も削減し、２０２１年度にはさら

に多くの病床を削ろうとしています。国の

病院、病床削減方針、地域医療構想なんで

すけれども、オミクロン株の変異株とされ

る新たなものも感染拡大が危険視される

中で、やはりこの病床削減というのは、医

療体制の崩壊を招くということで、絶対に

やるべきではないと思っています。 

この三島の救急医療の体制、医療従事者

の働く環境とかも含めて、どうなのかとい

うことについて、お答え願いたいと思いま

す。 

質問番号１４番、がん検診事業です。 

皆様に資料をお配りいたしました。これ

はＥＵの欧州環境庁の健康リスクに関す

る見解というものでございます。この男性

と女性の絵が書いてありますけれども、実

線がほぼ確かな健康リスク、点線のところ

が可能性のある健康リスクです。確かな健

康リスクとしては、甲状腺疾患、コレステ

ロール値の増加、肝障害、腎障害、精巣が

ん、低出生体重児、乳房の発達遅延、ワク

チン接種効果の減弱ということが、ＥＵの

欧州環境庁のほうから報告がなされてい

ます。 

健康への影響があるのか、ということが

世界では研究されて、知見が集められてい

る。ＥＵなんかではこうやって、欧州環境

庁がそれを発表もしているという事態に

なっています。 

先日の民生常任委員会では、皆さんにも

お伝えしたんですが、主として、腎がん、

精巣がん、こういうところのリスクが高ま

っているというのは、アメリカの環境保護

庁、いわゆるＥＰＡの２０２１年の１１月

の報告からも出ています。今までよりも低

い値でも、そういうがんに対しての影響が

ある、また遺伝的に感受性の高い集団、が

んになりやすい遺伝子をもっている人に

は、乳がんの脅威をもたらすという結果も

明らかになっているということも書かれ

ています。 

先日もお伝えしましたが、このアメリカ

の環境保護庁、いわゆるＥＰＡについての

報告を受けて、バイデン大統領は水だけで

はなくて、土地や、その他含めた新しい規

制、これを作っていくということで、２０

２３年の秋までには、それが行われるとい

うことも、アメリカのロードマップとして

は出されています。 
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そういう中で、摂津市はＥＰＡの答弁だ

ということは知っていたけれども、がん全

体での大阪府が発表しているものを使っ

たということでございました。 

ＥＰＡの健康影響があるかないかとい

うことを、市民の方が非常に心配されてお

られる、そういうことで出てきた質問に対

して、摂津市として、正確な情報を伝えて

いかなければならないといいながら、こう

いったがんの罹患率全般についての分を

提供したということで、これは適当だと思

われるのでしょうか。 

摂津市のがんの罹患に、ＥＰＡの影響は

ないと、市民が思うような発表だと思うん

ですが、がんの罹患にＥＰＡの影響はない

と思われているのか、このことについて、

お尋ねいたします。 

以上、２回目です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１番でご

ざいます。 

日常生活用具給付費ということで、補聴

器です。補聴器購入につきましては、まず

は調査からというご質問であったかと思

います。加齢性難聴は、誰にでも起こり得

るものでございますので、自治体間に差が

ないようにすべきということで考えてお

ります。そのためにも国において制度を創

設することは望ましいと考えております。

委員からご指摘をいただきました、東京都

の事例であるとか、明石市の事例であると

か、今後も引き続き国に要望は行ってはい

きますけども、他市の動向にも注視をして

まいりたいと考えております。しっかりと

情報収集と制度の研究を継続していきた

いと考えております。 

続きまして、質問番号２番でございます。 

住まいの問題でございます。家賃助成が

ございますので、高齢者の住宅の問題は重

要な課題ということで考えております。市

民の中には、保証人がなかなかいてなくて

借りられないというケースもございます。

令和３年度は保健福祉部としましても、こ

の問題に関わってきております。保証人が

いない方におきましては、国の定義では、

住宅確保要配慮者ということで、しっかり

と支援していくようにということで言わ

れております。高齢者や障害者の方などで

ございます。令和４年３月１日、摂津市居

住支援協議会を設立させていただきまし

た。しっかりと民間の賃貸業者や、福祉関

係団体、行政が連携していくという新たな

協議会でございます。 

居住支援協議会は、住宅セーフティーネ

ット法に基づく協議体でして、高齢者や障

害者、低所得者など、なかなか借りること

が困難な方に対しまして、円滑に借りれる

ようにということを目的に、入居に係る体

制を整備するという協議体でございます。

こちらができましたので、しっかりと各部

署や各団体の課題をしっかりと吸い上げ

て、情報共有をしていきたいと考えており

ます。また、家賃助成の周知もしていきた

いと考えておりますし、金額についての議

論をしていきたいということで、現在考え

ております。 

３番のシルバー人材センターです。 

仕事量の問題ですけども、先ほどの答弁

で待機者数が１６４名いるということで

お伝えをさせていただきました。こちらの

方につきましては、なかなか仕事につけて

いない会員の方がおられますんで、シルバ

ー人材センターの事務局が個別に電話連

絡を行っていただいて、早期に仕事につけ

るように努力をしていただいております。 



- 42 - 

 

 ただ、コロナ禍、令和２年度以降、公共

施設の閉鎖とか、時間短縮とか、シルバー

人材センターの会員にも収入面で影響が

出ているということは事実です。令和２年

度、令和３年度をそれぞれ令和元年度と比

べますと、やはり配分金でも１，０００万

円以上それぞれ減額をされております。 

 そんな中で、就業者数はふえているんだ

という話をさせていただきましたけれど

も、しっかりこちらも内容を見ていくべき

ではないかと思っております。仕事はある

んですけども、ただ、それが例えばチラシ

配りとか、チラシの折り作業とか、小口の

仕事がふえており、なるべく多くの方に仕

事をしていただきたいという工夫の表れ

でもあるんですけども、それで就業者数は

ふえているということです。全体としての

売り上げは減っていますので、会員の手取

りも恐らく減っているのだろうというこ

とでは考えております。 

 私はシルバー人材センターの理事もさ

せていただいておりますので、今後も事務

局と連携をとりまして高齢者の就労状況

の把握、しっかり努めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 それでは、質問番号

６番、みきの路に関するご質問でございま

す。 

 みきの路の定員は３０人で、現在満床と

なっており、入所待ちの人数は男性が７１

名、女性４０名の合計１１１名でございま

す。 

 新規の入所者は、支援の必要性や緊急性

などを総合的に判断し決定いたしますが、

市民が優先されております。 

 続きまして、７番、ＰＣＲ検査の関係で

ございます。 

 大阪府が実施する障害者施設等の従事

者への定期的なＰＣＲ検査につきまして

は、感染や重症化リスクの減少等を考慮し、

昨年の１１月末で一旦休止をされており

ましたが、オミクロン株による感染の急拡

大を受けまして１月の中旬からまた事業

が再開されております。 

 同事業の対象となる障害者福祉施設は、

共同生活援助、障害者支援施設などの入所

施設及び生活介護、短期入所、就労継続支

援Ａ型、Ｂ型などの通所系事業所でござい

ますので、グループホームにつきましても

検査の対象施設となっております。 

 最後に、８番、障害者理解促進業務委託

の関係です。 

 アウルにつきましては、現在、光摂会が

運営をしておられますが、経営状況につい

ては、こちらでは把握はしておりません。

障害福祉サービス事業所の指定は受けず、

地域との連携の場と位置づけておるとお

伺いしております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、増永委員

の２回目のご質問、まず質問番号９番、生

活困窮者自立支援金の振り込み処理の話

と申しますか、いかにスムーズに進めるか

ということでございます。 

 まず、この困窮者自立支援金の振り込み

につきましては、会計室より支払い処理の

関係上、あるいは指定金融機関との調整の

結果、月２回となり、会計室からデータ提

出日ですとか振込日の具体的な日にちの

指定を受けまして、それに基づいて支払い

処理のタイムスケジュールを組んで支払

い処理を続けているところでございます。 

 この生活困窮者自立支援金を申請され
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た方につきましても、自立支援相談員が個

別に担当させてもらっていますので、もし、

生活状況に何か変動が生じた場合ですと

か窮迫状態に転じたという場合は、適宜相

談に応じて支援させてもらっているとこ

ろでございます。 

 続きまして、質問番号１０番、本市の生

活保護のホームページの改良についてで

ございます。 

 制度の分かりやすい説明はもちろんの

ことなのですが、それと同時に、生活保護

の相談をしようと考えている方、受給を希

望されている市民の方がホームページを

見て、生活保護の手続は難しい、面倒だと

中止をすることのないようなホームペー

ジづくりを、研究してまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号１１番、社会福祉協議会補助事業につき

まして、社会福祉協議会の体制についての

ご質問にお答えいたします。 

 社会福祉協議会の事務執行体制につき

ましては、現在、職員の新規採用試験を実

施しているほか、市からの職員派遣も行い

支援を行っているところであり、安定的な

業務執行がなされているものと認識をし

ております。 

 今後につきましても、定例で実施してお

ります社会福祉協議会との連絡会議等を

通じて情報共有を行い、より良い事業執行

となるように連携を強化してまいりたい

と考えております。 

 続きまして、質問番号１２番、健都イノ

ベーションパーク企業立地推進事業につ

いてでございます。 

 本市の所有地に学校給食センターの建

設の話があるということについてのご質

問かと思います。 

 学校給食センターの設置につきまして、

確かに話が進んでいるところでございま

す。健都のコンセプトと合っているのかと

いうところでございますが、これが単なる

給食センターではなく、健康寿命の延伸を

食の側面から推進する健都でしかできな

い取り組みを付加した施設でなければ健

都でやる意味がないということで、吹田市、

大阪府、国立循環器病研究センターなど関

係者とで現在、議論をしているところでご

ざいます。 

 ただ、詳細につきましては教育委員会所

管ですので、保健福祉課のほうでの答弁は

以上でございます。 

○香川良平委員長 平井理事。 

○平井保健福祉課理事 質問番号１３番

の三島救命救急センターの体制について

のご質問でございます。 

 まず、令和４年７月に三島救命救急セン

ターにつきましては、大阪医科薬科大学に

移転されることが決まっておりまして、そ

の運営主体につきましても、学校法人大阪

医科薬科大学になります。 

 移転の経緯ですが、やはり今後安定した

人材の確保でありますとか、経営の維持が

難しいといった課題がございますので、そ

れを解決する大きな手法としてそういっ

た移転というのが議論されてきまして、令

和４年７月にいよいよそれが実現する状

況でございます。 

 そういった状況の中で、現在、先ほど課

長から答弁がありましたように、三島救命

救急センターにおきましては、コロナの重

症患者病床を３床、４床と段階的にふやし

てきておりまして、特に第６波に関しまし

ては常にほぼ満床の状態と伺っておりま
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す。 

 その中で、医療スタッフのマンパワーが

非常に大きな課題でありますが、三島救命

救急センターにつきましては、大阪医科薬

科大学とかなり連携が深まっておりまし

て、そういった必要に応じてドクターある

いはナースの派遣を大阪医科薬科大学か

らしていただいているということで、現在

のところは三次救命救急に特段の支障は

ないような運営ができていると聞いてお

ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１４番、

がん検診事業についてでございます。 

 提供した資料が正確かどうかというと

ころであったかと思います。 

 今回、提供しました資料につきましては、

大阪国際がんセンターのがん対策センタ

ーの情報でございますが、これは、厚生労

働省のがん登録が基になったものでござ

います。 

 先ほどご紹介しました全部位の中には、

全てのがんが入っているんですけれども、

この公表の中には、母数が少ないというこ

とがあってか、公表はされておりません。 

 がんの罹患率をお示しするに当たって

は、公的機関が公表しているものでありま

すので適切なものであると考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきます。 

 まず、補聴器の問題です。 

 いろいろと研究も行っていただけると

いうようなお話でした。全国で進んでいく

と思いますので、国の対応を待っているの

ではなく、やはり摂津市の認知症の患者が

これによって少しでも防げるんだったら

前倒しでやっていくことが重要だと思う

んです。 

 ぜひ、要望するだけではなくて、市とし

ての取り組みも考えていただきたいです

し、第９期のプランをこれから策定されて

いくと思うのですけれども、その中で様々

なニーズ調査なんかも行われると思いま

すので、この補聴器に関連しての調査なん

かも、ぜひその中に盛り込んでいただいて

まず調査をするというところからスター

トしていただけたらどうかと思いますの

で、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

要望としておきます。 

 質問番号２番の民間賃貸住宅の問題で

す。 

 保証人というのもやはり深刻な問題だ

と思います。これが一歩前に進んでいきそ

うだということで非常に期待をしており

ますので、ぜひよろしくお願いしたいと思

います。 

 保証人の問題もそうですし、やっぱり家

賃が払えないというのが大きな問題にな

ってきています。摂津市の５万５，０００

円の家賃を大阪府の平均という形で上限

を決められているというのが、これは公営

住宅を含んだものなので、民間だけなら１

万円高いということについても以前から

指摘をさせていただいておりますので、こ

の問題も認識していただいていると思い

ます。 

 保証人の問題だけではなく、ぜひ家賃の

問題もしっかり議論いただいて、上限引き

上げを要望しておきます。よろしくお願い

します。 

 質問番号３番です。シルバー人材センタ

ーです。 
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 やはり仕事があるというだけではなく

て、今本当に年金が減って生活が苦しくな

っているという中で、やはりこの収入を頼

りにしているという高齢者の方、たくさん

いらっしゃると思いますので、ぜひその内

容のこともしっかり議論をしていただい

て、支援がどうやってできるのかというこ

とを考えていただきたいと思いますので、

要望としておきます。 

 質問番号６番です。みきの路について、

入所待ちの人がやはり多いと思います。な

かなか入所したくてもできないという

方々がこれからますますふえていかれる。 

 今までは親御さんと一緒に暮らしてい

たけれども、その親御さんがもう高齢にな

ってとか、亡くなってとかいうようなこと

がどんどんふえてくる中で、やはりそれを

どうしていくのかというのは行政に問わ

れる問題だと思いますので。ぜひ、その点

を考えていっていただきたいと思います。

要望としておきます。 

 続きまして、質問番号７番、グループホ

ームの件です。 

 ＰＣＲ検査はグループホームも対象に

なっているということで、安心しました。

ほかのサービスについては、ぜひ、関わる

職員の皆さんがしっかりとＰＣＲ検査が

できるようにしていただきたいと思って

います。 

 一般社団法人社会福祉経営全国会議と

いうところが、コロナ実態事例ニュースと

いうのを出しています。 

 大阪府の障害者の関係の事例なんです

けど。グループホームで陽性者がでて、こ

のグループホームは夜間支援の報酬が主

流です。通所もできない、自宅にも帰れな

い。１か月２４時間全員がグループホーム

での待機で支援が続いた。法人内でバック

アップの体制がとれたので何とかできた

が、一事業者だけでは厳しかったというよ

うな声がございます。 

 また、違うところですけれども、同じく

大阪府の障害者関係のところで、罹患して

も医療機関では受け入れてもらえない。陽

性者の体調管理をしながら支援を続けて

いる。支援の職員は、防護服、フェイスシ

ールド、マスクを装着しているが、それで

も支援を通じて感染した職員も出ている。

防護服が破られる、マスクを剥がされるこ

ともある。職員に陽性者の支援をお願いす

ることは本当に心苦しいというお声もあ

ります。 

 また、違うところですけれども、同じく

大阪府の障害者関係のところです。地域の

３法人のグループホームでは、既に濃厚接

触者の利用者に濃厚接触者の職員が支援

している。いわゆる濃濃支援と言うらしい。

陽性の利用者に対して濃厚接触者の職員

が支援をしている。いわゆる陽濃支援。 

 このような支援に対して、市の保健所に

報告をし、保健所も陽濃支援の容認。ただ

し、支援者は自宅に帰さず、待機場所の確

保を求められたという事例もあって、非常

に深刻だと思っています。 

 ぜひ、実態をつかんでいただきながら、

市として何ができるのか。そういうことも

含めて考えていただきたいと思いますの

で、要望としておきます。 

 続きまして、質問番号８番です。アウル

の運営の状況がよく分からないというこ

となんですけれども、ぜひ、何らかの形で

つかんでいただきたいと思います。 

 陽だまりはここへ移ったと思いますけ

れども、相談事業はやっぱり学園町の商工

会所有の建物でということです。そこは常

にカギが閉まっていて、インターホンを押
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さないと開かないし、上から降りてきてく

れるまで待ってなあかんとかいろいろ問

題があるということで今までも指摘をし

てきておりますので、ぜひ内容を考えてい

っていただきたいと思います。要望としま

す。 

 質問番号９番です。生活困窮者自立支援

の問題です。 

 変動や窮迫があればということですが、

もともとが大変しんどい方が来られてい

るのがこの制度です。やはりそこについて、

厚生労働省は１週間と言っているわけで

すよ。それがなかなかそうならないという

実態が全国では広がっていると思うんで

す。 

 会計室の処理の仕方が基準になってい

るという考え方は、違うんじゃないか。ほ

かのことならもちろんそれでいいと思う

のですけれども、やはり生活が大変だと言

うてはる方が相談に来てはる。それに対し

ての給付金の支給なわけですから、それに

見合った対応をしないといけないと思う

んです。 

 すごいいっぱい来て、人手が足りなくて

なかなか前に進んでないのだというのが

全国各地からの実態報告としてはあがっ

てきているわけです。 

 そうではなくて、会計室の締め日のルー

ルがこれだからというのはあまりに冷た

いお返事ではないでしょうか。やはり厚生

労働省の１週間というのが守れるように

ぜひしていただきたいです。それができな

いにしても、何とかもっと短い形で前に進

めていただきたい。 

 振込日が決まっているということは、そ

の振込日に近いところで申請が出たら早

いですけれども、何かしたことで逃して遅

くなると、２週間以上空いてしまうという

ことになるわけですよね。 

 ぜひ、その辺はしっかりと議論をしてい

ただいて、その困窮者の方に寄り添ったそ

ういう進め方をしていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。要望と

しておきます。 

 生活保護の問題、質問番号１０番です。 

 躊躇することがないような、より分かり

やすいホームページを研究していただけ

るということで非常にありがたいと思っ

ています。 

 いろいろな事務的なことですが、これは

守ってくれなあかんよとか、こうしてもら

わなあかんよとか、そういうのは、相談に

来てからちゃんとお伝えすればいいと思

うんです。まずは、相談に来てくださいと

いうことが今一番大事です。 

 生活保護の申請の要件が合わない方は、

また困窮者の窓口とかいろいろなところ

に、つないでいただくということで、まず

は相談を受け止める体制ができているん

ですということをアピールしていただき

たいと思いますので、ぜひぜひよろしくお

願いしたいと思います。 

 親身な対応をするためにも、ケースワー

カーの増員というのが必要だと思います。

光好委員もご指摘されていたように、国の

基準を満たしていないという状況ですし、

ますます相談もふえていく可能性は高い

と思っていますので、ぜひ、ケースワーカ

ーの増員をお願いしたいと思います。これ

も毎回言うてることですけども、複数人の

女性のケースワーカーの配置をぜひお願

いしたいと思いますので、要望としておき

ます。 

 質問番号１１番です。職員の体制につい

ては、しっかりと市の方も連絡をとりなが

らやっていっておるということで、これか
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らもそうしていきたいというお話でござ

いました。 

 ぜひ、小まめに情報ももらいながら、ま

た実際に関わっていきながら、体制がどう

なっているかというのを市として安定的

にやっていけるように支援をしていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。要望にします。 

 続きまして、質問番号１２番、健都イノ

ベーションパークです。 

 中学校の給食のためのセンターという

ことでしたら、何よりも大事にしないとい

けないのは子どもたちのためにどんなに

よい給食を提供できるのかということが

第一だと思うんです。 

 その場所が健都だから、健都のコンセプ

トに合わせるために無理やり何かいろい

ろひっつけて複合のようにしてつくると

いうのは、本来の在り方とは違うと思いま

す。もともとはほかの地域から企業を誘致

して、そこで企業に根づいてもらうための

そういういろいろな方策をつくっていく

というのが健都の考え方ということでや

ってこられたのに、方向性のぶれが出てき

てしまうんじゃないかと思うんです。 

 やっぱり保健福祉課としても、健都のま

ちづくりを進めてきた立場から、ぜひ給食

センターの建設には反対をしていただき

たいと思いますので、要望としておきます。 

 続きまして、質問番号１３番です。救急

医療体制の問題です。 

 三島救命救急センターは、大阪医科薬科

大学がバックアップをしてくれて人的な

問題でも支援をしてもらえるということ

で、今よりも支援が得られるとなっていく

のかということで、よりよい形になってい

ってもらえるといいと思っています。 

 この病床削減の問題というのは、本当に

大規模なものですから、今は何とかできて

も、今後それでやっていけるのかという問

題もありますし、コロナの拡大はこれから

も続いていくという状況があると思うん

です。 

 そういう中では、病床削減に対してきっ

ぱりと摂津市としても反対の声を上げて

いっていただきたいと思います。要望とし

ておきます。 

 質問番号１４番、ＰＦＯＡの問題です。 

 今、様々な部位の影響について、世界的

に情報が出ているとお伝えをしました。 

 私は、この大阪府のホームページに出て

いるがんの罹患率というのは数字が正し

いですかということをお聞きしているわ

けではないんですよ。 

 確かに、全部位に関してのがんの罹患率、

大阪府のホームページで出されているも

のは数字としては正しいと思います。これ

が、今回のＰＦＯＡの問題で住民の方から

健康影響はないのかという不安な思いに

対する答えとして、これを出すのが正しい

のかということを私はお聞きしているん

です。 

 これを出して、特に他と比べて特異性は

ありませんよという情報を摂津市が発信

をすることが、ＰＦＯＡって影響は大した

ことないんだと市民に思わせる。これが目

的になっているわけです。 

 市が、大したことないんですと捉えかね

ないようなことを言っちゃって問題じゃ

ないですかということを指摘しているわ

けです。 

 簡単な問題じゃないんですよ。環境政策

課に対しては、低出生体重児のことで言い

ました。摂津市の低出生体重児が他市に比

べて多いというのは、大阪府の調査の中で

出ているんです。それを、摂津市は特段、
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多くはないという書き方をしていますが、

多いのは多いんですよ。 

 でも、多いからってそのまま、ＰＦＯＡ

のためにこれが多くなったんだなんて言

わないですよ。そういう科学的な調査は、

何もされてきてないわけです。ただ事実を

言っているだけですって言わはるかもし

れませんが、それは市民の本当の真実を知

りたいという思いに応えてない。 

 事実としてはそのとおりかもしれない

けど、それを伝えることによって市民がど

うそれを受け止めるかというところまで

しっかり考えていない。もしくは、誤認を

させようとしていると言われてもしょう

がないんです。あとで行政の不作為だとい

うことが問題になってくる可能性が大い

にあります。市がそんなふうに言ってたか

ら大丈夫やと思ってたとなっていく可能

性があります。 

 飲料水は、基準暫定目標値、これを超え

る部分というのは飲まないようにと指導

するようになっている。どうして、水から

飲むのは駄目だけれども、農作物とか、そ

ういうものから接種をすることが別に問

題はないんだなんて言えるのかというの

は研究がないわけです。少なくとも、日本

においては。それに対して、罹患率は大し

たことありませんなんて言ってしまって、

果たしていいのか。 

 こういう問題について、本気で考えてこ

の資料を出されましたか。 

 アメリカのことですが、週刊金曜日が記

事にしていますのでご紹介します。 

 ニューハンプシャー州のメリマック町

というところで、サンゴバン社という会社

による井戸水のＰＦＯＡ、ＰＦＯＳの両方

の汚染があった。州の保健社会福祉局は、

既存の発がん率などのデータでは州全体

とメリマック町の発生率に顕著な差はな

いと発表した。 

 しかし、汚染地域のメリマック町周辺の

州南部は、人口密度が高く、その地域のが

ん発症率がふえれば州全体でもふえるこ

とになる。同じ州内で比較するのは適切で

はないということで、近隣州の非汚染地域

や全米の平均値と比較した新しい研究が

発表された。 

 全体的ながんの罹患率はそう高くない

とここは言わはったんですけど、そこで終

わらなかった。それ以上突っ込んだ調査を、

研究機関を立ち上げて行っています。 

 その結果、全米平均と比較して高かった

のが甲状腺がんや、ほかにも幾つもありま

す。近隣州の非汚染地域とでも甲状腺がん

が高かったということで、全米平均と非汚

染地区の両方で優位な差が出たというこ

とを発表しています。 

 この甲状腺がんだけではなくて、それぞ

れのがんについて倍率を一つ一つ細かく

調べて出されています。 

 やはり、こういうことをしないことには、

本当に安心できるのということに応えら

れないんです。そう思われませんか。お答

えいただきたいと思います。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、がん検

診事業についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 委員がおっしゃるとおり、影響があるの

かないのか分からないことが市民の皆さ

んの不安感を一層高めていると思います。 

 ただ、ＰＦＯＡによる健康被害につきま

しては、国によって身体の影響の基準が示

されていないことから、統計上の事実の数

字をもって公表するしかなく、それを評価

するということが今の段階では市として
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できないということです。 

 この問題に関しては、庁内関係課が連携

して取り組んでいくということで、入手で

きるデータを分析して蓄積していくこと

が、今できることかと思いますので、引き

続き、情報を収集し、正確な情報発信に努

めてまいりたいと考えております。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 今、そのデータを無理や

り出さなあきませんか。全体的な罹患率を

このＰＦＯＡの健康への影響があるかと

いう市民の心配に基づいたときに、今、お

っしゃったように、その影響があるのかな

いのか分からないという、それが実態じゃ

ないですか。それを伝えるほうがよっぽど

正確な情報だと思います。 

 だからこそ、分からないからこそちゃん

とした調査を大阪府や国に対して要望す

るというのが市の誠実な姿勢なんじゃな

いんですか。 

 関連性があるかないか分からないのに、

罹患率は特段影響ないですと言っちゃう

と、市民は関係あるんやと思うじゃないで

すか。関係あるというか、影響ないんやと、

大したことないんやと思ってしまうよう

な情報をわざわざ発信することが正確な

情報ですか。 

 一般的な摂津市の健康はどうなのって

いうときには、正確な情報だと思います。

でも、このＰＦＯＡに関しての情報という

ところで、がんの罹患率の全般的なものを

出してくるということが、本当に市民に対

しての答えとして正確なのかということ

については、私は大変疑問に思っているん

です。 

 奥村副市長にお伺いします。 

 奥村副市長は、市民に正確な情報を伝え

るとおっしゃいました。風評被害の問題と

いうのをおっしゃいました。 

 しかし、分かっていない、このＰＦＯＡ

と影響があるのかどうかよく分からない

って、保健福祉課からもそういう答えが出

たんです。その情報をわざわざ正確な情報

としてＰＦＯＡの健康への影響について

これからも言っていくのか。このことにつ

いて、ぜひ伺いたいと思います。 

 私は、こういうことは反対に正確な情報

ではなくて誤解を生む情報だと思います

ので、今後、ＰＦＯＡの健康への影響につ

いては、がん罹患率、低出生体重児の割合

の本市の状況は、統計的に見て大阪府内の

団体と比較して特異性がないというよう

な答弁はやめるべきだと思いますが、いか

がでしょうか。 

○香川良平委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、過日の民生常任

委員会で生活環境部所管のときの答弁と

重なるかも分かりませんが、私のほうから

答弁をさせていただきます。 

 まず、前提となりますのは、いわゆる国

の検証やあるいは対策について。これは繰

り返しになりますけれども、身体全体ある

いは発がん性及び低出生体重児、この影響

に関する検証では、国際がん研究機構で２

Ｂと分類されておりますが、知見が十分で

はないということをおっしゃっておられ

ます。 

 それから、また各国あるいは各機関では、

毒性評価の値は相当なばらつきが見られ、

現時点で環境基準等の毒性学的に確定し

た数値の設定は困難な状況。引き続き、科

学的知見の集積に努めると国のほうでは

出されております。 

 そういう意味からいたしましても、現在

では確定した見解は出されておりません。 

 このような状況の中で、我々自身としま
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しても市民への健康への影響というのは

どうなのかと言われたとしても、確たる回

答は持っていないのが現状でございます。 

 先ほどからいろいろ議論がなされてお

りますが、我々自身も様々な情報を入手し

ながら知見をさらに深めていかなければ

ならないと思っております。 

 それと、健康被害についての見解は、

我々が判断するのではなく、国のほうがい

ろいろな情報収集力を駆使して多くのデ

ータを収集し、それから専門家のご意見、

それから分析・研究結果、これを基に今後、

国のほうで策定されると思っております。 

 その結果に基づき、もしも仮にですけど

も、法規制等がなされるようであれば、あ

るいはまた自治体に対しまして一定の役

割が規定されるようになりましたら、もち

ろんそれは法令遵守としてしっかりと取

り組まなければならないと思っておりま

す。 

 今回、本会議での答弁ですけれども、こ

ういう意味では、不確定な要素の中での答

弁という部分については、今のところ原因、

あるいは因果関係は分かってないという

ことが確かな情報だと思いますので、そう

いうことを混乱のないように情報発信に

は努めていきたいと思っております。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 今、お答えがありました。

まだ、評価ができる段階にないというのが

今の状況だということで、副市長もそうい

う見解をお持ちだと。その健康被害がある

とかないとかというのは、やはり国がやっ

ていかなければいけないのだというよう

なこともおっしゃいました。 

 私もそのとおりだと思います。ですので、

健康に対しての影響がないというように

市民が受け止めるようなそういう答弁は、

これからはやめていただきたいと思いま

す。今の状況では分からない。それについ

て、国がちゃんとしてくれないといけない

と思っているということで、ぜひ国や府に

も要望をこれから積極的にしていってい

ただきたいと思います。 

 市長も、また国へ出向くこともあり得る

みたいなことを言っていただいていまし

たので、ぜひぜひ強くそこは要請していた

だきたいと思います。 

 お話の中で、またグループ２Ｂの話が出

たんですけど。それも市民にとって、グル

ープが２Ｂになっているというのはがん

の強さじゃないですから。この前も言いま

したように、あくまでどれだけがんについ

ての確実性が研究されてきたかというこ

とであの分類がされているので、そのこと

を市民が聞いてもあまり関係ないんです。

わざわざ市民にそれを発表するというの

は意味がないと思いますし、反対に混乱す

る。わらびや漬物と同じかと。そんなに発

がん性は強くないんやと思ってしまう。こ

ういう危険性があるので、そのことを市が

わざわざ発信する必要はないと思ってい

ます。 

 それよりも、化審法の第一種に認定され

たということは、ＰＣＢやＤＤＴと同じラ

ンクです。非常に強い問題になっていると

いうことについてのほうが、よほど発信さ

れるべきだし、世界基準であるストックホ

ルム条約。ここで附属書ではＡというのに

決められました。このＡというのは廃絶で

す。なくしていかなければならないものと

いうことです。 

 こういうことのほうがよほど伝えるべ

きではないかと思いますので、そこについ

てもぜひご検討をいただきたいと思いま

すので、要望としておきます。 
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 以上です。 

○香川良平委員長 暫時休憩いたします。 

（午後２時４７分 休憩） 

（午後３時１６分 再開） 

○香川良平委員長 再開いたします。 

 ほかに質問はございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 それでは質問をさせてい

ただきます。 

 まず、歳入ですけれども。予算書の３１

ページです。 

 民生費負担金の社会福祉費負担金で、老

人保護施設入所負担金というのがありま

す。令和２年度の決算では、約４０１万円

ぐらいだったと思うのですけれども、それ

が８４０万円と２倍以上の予算がとられ

ています。この内容と、老人保護施設はど

ういう内容なのか教えていただきたいと

思います。 

 ３７ページで、民生費の国庫負担金で社

会福祉費の負担金の中で、国民健康保険未

就学児均等割保険料負担金、３１５万２，

０００円。その内容を教えていただきたい

と思います。 

 歳入は以上です。 

 歳出で予算概要４８ページ、老人クラブ

活動事業で、近年ずっと老人クラブの加入

率が下がってきております。令和４年度の

予算を組むに当たっての現状と内容を教

えていただきたいと思います。 

 続いて、５０ページ、市立みきの路運営

事業です。 

 みきの路の方は比較的重度の方が入所

されていて、共同生活援助の方は軽度の方

が入所されていると思います。 

 みきの路の待機者が多くなれば、その待

機者が共同生活援助のほうで入所するこ

とはないのか、その点の考えをお聞かせい

ただきたいと思います。 

 ６４ページで保健センター運営事業で

す。 

 指定管理者に委託をされていますけれ

ども、主要事業一覧の中でコミプラの外壁

修繕の実施設計をするとしていますが、コ

ミプラと保健センターは同時期に建てら

れていて、コミプラが外壁の修繕をやれば

保健センターもということになろうかと

思うのですが、ご説明いただきたいと思い

ます。 

 続いて、６４ページで、健都推進事業と、

健都イノベーションパーク企業立地推進

事業です。 

 先ほどからも答弁をいただいているん

ですけれども、国立健康・栄養研究所設備

整備補助費の２億円。これは、アライアン

ス棟の中にも民間の事業者が入られると

いう説明があったんですけれども、そこに

入るための審査について教えていただき

たいと思います。 

 給食センターの話もございましたけれ

ども、私も現在では給食センターに対して

は反対なんですけれども、当初ニプロ株式

会社が今の区画を全部購入したいという

話があったが、それはコンセプトに合わな

いということで、３区画だけニプロ株式会

社に購入をいただいたという経緯があり

ます。その点の流れからして、給食センタ

ーというのはいかがなもんかなと思うん

です。本市として健都への企業立地の協議

の際には、実際に意見を入られているのか、

お答えをいただきたいと思います。 

 ６４ページ、救急医療体制整備事業です

けれども、三島救命救急センターの件では、

ご答弁をいただいたと思いますけれども、

夜間の休日応急診療所を含めて、二次診療

の体制の確保負担金が出ていますけれど
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も、全体の救急医療体制の整備について、

令和４年度は、どういう方向で進んでいる

のか、お聞かせをいただきたいと思います。 

 続いて、同じく６４ページで、がん検診

事業です。併せて感染症の予防事業もしく

は歯科健康診査事業、成人健康診査事業等

ですけれども、コロナの影響を予算にどう

反映をしているのか、お聞かせをいただき

たいと思います。 

 ６６ページ、新型コロナウイルスワクチ

ン接種事業です。ワクチン接種の１回目、

２回目が終えられて、今、３回目というこ

とでありますけれども、その中で令和４年

度の予算の中で、１回目、２回目を終えて

３回目、このコロナウイルスワクチンの接

種事業においての課題とか問題とか、その

点をどう見られているのか、考えられてい

るのかを説明いただきたいと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１番でご

ざいます。歳入の３１ページの老人保護施

設入所負担金８４０万円についてでござ

います。内容でございますが、高齢者の生

命や身体に係る危険性が高い場合や放置

しておくと重大な結果を招くおそれが予

測される場合など、ほかの方法では虐待の

防止が期待できない場合や、高齢者を保護

する必要があると認めた場合に、老人ホー

ムへ入所措置を行っています。具体的には、

養護老人ホームへの入所措置を行ってお

りまして、老人保護施設入所負担金につき

ましては、入所措置を受けた方におきまし

て、要する費用のうち、本人の収入に応じ

て負担すべき金額を市が決定して、毎月納

付しているということでございます。 

 令和２年度の決算が４０１万８，５８２

円ということで、大きく８４０万円から乖

離しているということでございます。こち

らは、入所しておられる人数やその方の収

入によって負担金が変わるということが

ございまして、令和２年度につきましては、

当初１０人の入所を見込んで８４０万円

ということの歳入を見込んでおりました

が、結果的には、令和２年度末時点では５

名が入所されましたので、決算額が少なく

なっているということでございます。こち

らは、入所による措置でございますけれど

も、虐待の場合など事案の性質上緊急で対

応を行わなければならないということも

ございますので、必要となったときには、

迅速に対応できるようにある程度の予算

額を持って、備えておく必要があると考え

ております。 

 そういったことから、令和４年度におき

ましても緊急対応に備えて１０名の措置

入所分を確保しております。予算概要の４

８ページ、老人入所施設措置事業というの

がございまして、これに対応する歳入で、

こちらも措置費として１０名の方の予算

を取っておるということでございます。１

０名から少なくなれば歳出も執行が少な

くなるということで、それに対応して歳入

も少なくなるということでございます。 

 ちなみにこの入所措置でございますが、

対象者は６５歳以上の方で環境上の理由

とか、経済的な理由でお家で養護を受ける

ことが困難な方を養護老人ホームに措置

をするということで、現在としては、虐待

の方を分離するといったことに、こちらを

使わせていただいているということでご

ざいます。 

 続きまして、質問番号３番でございます。

老人クラブですけれども、老人クラブの現
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状ということで、令和３年４月１日時点で

の会員数でございますけれども、２，２２

５名で５１クラブという状況でございま

す。６０歳以上の高齢者に対しましての老

人クラブの会員数の割合ですけれども、８．

４％ということでございます。令和２年４

月１日時点では、会員数が２，３８６名、

クラブ数が５３クラブ、加入率が９．０％

でしたので、令和２年度当初と比較すると

２クラブ１６１名、０．６ポイントの減少

となってきております。 

 減少の主な要因ですけれども、社会的背

景としまして、定年延長や定年後の再雇用

で就労される方がふえてきているとか、趣

味やボランティア活動、地域活動など、社

会参加の方法は多様化しているというこ

ともございます。あとは会長職です、これ

を引き継ぐ人材がなかなかいてないとい

うことで、単位クラブの２クラブが解散に

至っているという現状もございます。解散

されたクラブの会員は、ほかの地域のクラ

ブへ加入する方もおられるんですけれど

も、全てではございませんで、会員減少の

一因となっていると考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、質問番号

２番、予算書３７ページ、歳入の国民健康

保険未就学児均等割軽減の保険料負担金

についてのご質問にご答弁申し上げます。

こちらにつきましては、新たに子育て世帯

の経済的負担を軽減する観点から、法改正

が行われ、国・地方の取り組みとして、未

就学児に係る均等割保険料について、５割

を軽減するもので、その財源のうち、国が

２分の１を負担するものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号４、みきの

路に関するご質問でございます。ノーマラ

イゼーションの考え方の下、国は基本的に

入所施設をふやさない方針で、国が示す第

６期障害福祉計画の基本的理念の一つに、

入所等から地域生活移行の項目があり、障

害者の地域移行を進めるため、施設入所者

数を減らすことが求められています。また、

共同生活援助の報酬においても、重度障害

者支援の加算を設けるなど、共同生活援助

の利用を促進させる意図が伺えます。年齢

の若い保護者の方は、比較的入所施設より

グループホームを望まれる傾向もありま

すが、グループホームだけで重度障害者の

受け皿となることは現実的ではないと考

えております。 

 みきの路の機能を維持しつつ、地域移行

の促進に向けた取り組みについて、検討が

必要であると考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号５番、保健センター運営事業につきまし

て、修繕についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 委員がおっしゃいますとおり、令和４年

度、自治振興課が実施いたしますコミュニ

ティプラザの外壁修繕の実施設計の中に

保健センターも含まれております。大規模

修繕につきましては、両施設一体で進める

こととなっております。内容としましては、

老朽化に伴う外壁の修復ということにな

っております。 

○香川良平委員長 平井理事。 

○平井健康福祉部理事 質問番号６番に

ついて、健都イノベーションパークのアラ

イアンス棟に入居する際の審査の判断及

び、給食センターについてのご質問でござ
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います。 

 まず、国立健康・栄養研究所が入居する

アライアンス棟なんですけれども、こちら

の施設運営を公募する際に健栄研がまず

入居できるものであること、残りにつきま

しては、国循や、健栄研と連携して研究あ

るいは開発するような企業、そういったこ

とを条件に、いわゆる貸ラボでありますと

か、オフィスにそういった企業が入居でき

るような施設ということで公募したとい

う経緯がございます。実際、現在、建物が

もう建っているんですけれども、こちらに

入居する企業につきましては、その運営事

業者のほうが、公募した際の条件に基づい

て、判断して入居企業が決まっていってい

るというような状況でございます。 

 もう１点が、給食センターの、イノベー

ションパークについてのご質問ですけれ

ども、もともと健康や医療の分野において、

イノベーションを起こすことを目的とし

た企業を誘致するということを目指して

いる場所でございます。その中で、現在、

吹田市、大阪府、国立循環器病研究センタ

ー等の、いわゆる健都の関係者の皆様とそ

ういった観点から議論を重ねているとい

うような状況でございます。 

 その中で、当然食というのが健康の観点

では非常に重要な視点というのも、これは

関係者間で共有はしておりまして、今ご質

問の中にありました給食センターをはじ

め、そういった食の観点で健都イノベーシ

ョンパークのコンセプトに沿った機能施

設とはどういったものがあるのか、そうい

ったことに関して、両市の教育部門を交え

ながら、いろいろ議論しているところでご

ざいまして、現実的にどういった施設がい

いのか、具体的にはまだまだ確立したもの

はないんですけれども、さまざまな民間事

業者とヒアリングをしながら、そういった

可能性について今、関係者と調整している

ところでございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号７番、救急医療体制整備事業につきまし

て、三島二次医療圏の体制ということのご

質問でございます。 

 本市と高槻市、茨木市、島本町が負担し

ております、この三島二次医療圏の医療体

制につきましては、令和４年度、令和５年

度に大きな動きがございます。先ほど申し

上げました三島救命救急センターにつき

ましては、令和４年の７月に大阪医科薬科

大学に移転し、充実が図られることになっ

ております。高槻島本夜間休日応急診療所

病院につきましても、令和５年４月の供用

開始に向けて、今準備が進められていると

ころでございます。施設の耐震性や待合ス

ペース、駐車場などの施設の狭隘性の課題

を解消するために、高槻市営弁天駐車場敷

地へ移転し、延床面積も広くなり、駐車場

も倍に拡大される予定でございます。 

 また、感染症患者の専用エリアの設置や

様々な機能を備えた電子カルテの導入な

ども予定されておりまして、三島二次医療

圏の充実が図られることになっておりま

す。 

 続きまして、質問番号８番、がん検診、

歯科健診、感染症予防の予防接種などにつ

いてコロナの影響を予算に反映している

かということだったと思います。受診率と

いう意味では、令和３年度のがん検診や歯

科健診は、令和２年度ほどの落ち込みはな

く、回復傾向にありつつも、やっぱりコロ

ナ前の令和元年度までは受診者が戻って

いないということです。 

 感染症予防の高齢者のインフルエンザ



- 55 - 

 

と高齢者の肺炎球菌、それから第５期風疹

の予防接種につきましては、それぞれコロ

ナ以外の理由によって、変化はあるところ

ではございます。しかし、いずれもコロナ

の影響による予算反映という意味では、特

段反映はないということでございます。 

 続きまして、質問番号９番の新型コロナ

ウイルスワクチン接種事業、令和４年度の

展開ということでの課題や問題というこ

とでございます。現在３回目の接種が進ん

でおりますけれども、やはり当初予定して

いたよりも予約が伸び悩んでいると感じ

ております。ただ、これは摂津市だけでは

なく、全国的な傾向ということで、恐らく

モデルナのワクチンが中心となっている

ことも一つの理由ではないかと思ってお

ります。 

 また、５歳から１１歳の子どもの接種も

始まりましたが、皆さん、慎重に保護者と

子どもと話し合いをしていただいて接種

をされると思いますので、こちらのほうも

動向を見ていきたいというところではあ

ります。 

 ４月からは、１２歳から１７歳の方の３

回目の接種がスタートする予定ですし、国

のほうでは４回目のというようなお話も

出ていますので、また国の動向を注視して、

通知等があればすぐに動いていきたいと

思っております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 それでは、２回目です。老

人保護施設の入所者の負担金に関しては、

分かりましたので、もう結構です。 

 国民健康保険の未就学の均等割に係る

保険料負担金についても内容が分かりま

したので、これも結構です。 

 老人クラブ活動事業ですけれども、やは

り年々、加入率が減少して、加入者数も減

少しているということですけれども、今後、

市として、この老人クラブをどう考えてい

くのか、お聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 シルバー人材センター事業の例です。市

民からの相談で、公園の草刈り、草引きを

お願いしますということがあって、水みど

り課に話を持っていったら、水みどり課か

らはシルバー人材センターのほうに依頼

はしている。でも、シルバー人材センター

がコロナの影響で従事していただける方

が集まらなくて、なかなか公園の清掃に入

れないんですというようなことがありま

した。シルバー人材センターも努力はされ

ているんでしょうけれども、そういうこと

で市民への影響が出たりっていうことが

生じていますので、そこのところは、市と

しては把握されて、市民が困るというよう

な影響が出るというところは、どういう対

応ができるかとか、どう対策をするかとい

うのも、注意を払っていただきたいと思い

ますので、要望とします。 

 続いて、みきの路ですけれども、国の方

針としては入所施設を造らないというこ

とでありますけれども、入所施設に従事さ

れる職員とグループホームで従事される

職員との従事する能力に差があります。グ

ループホームも重度障害の方を受け入れ

るとなっていますけれども、人数的な部分

でなかなか面倒を見切れないというとこ

ろがありますので、待機をしている人があ

ふれてくるということが生じてくると思

います。その点は、地方自治体として、国

なり、府なりにやっぱり声を上げていって

いただきたいと思います。国のほうの考え

はそうだと思いますけれども、実態として

どうなのかというのを上げていっていた
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だきたいと思いますので、これも要望とし

ます、よろしくお願いします。 

 保健センターの外壁工事の件は、分かり

ました。 

 健都の件ですけれども、内容はご説明を

いただきまして、分かりました。やはり最

初のコンセプトは、健康・医療のまちを日

本に、そしてまた世界に発信していくとい

うことであったと思います。そこでそうい

った企業に立地をしていただいて、その部

分が市民に還元されるということだと思

います。給食センターがこの地域で本来必

要であるのであれば、今じゃなくてもっと

最初から、そういう話があっただろうと思

いますから、そこは誘致をしているけれど

も、なかなか思うようにいかないからとい

うことで、もともとのそのコンセプトをや

っぱり忘れないように、よろしくお願いし

たいと思います。これも要望とさせていた

だきます。 

 続いて、救急医療体制の整備事業ですけ

れども、高槻市、島本町の施設の件もお聞

きをしました。令和４年度でこの予算を計

上されていますけれども、三島救命救急セ

ンターが令和４年の７月に開所です。そし

て夜間休日応急診療所もまた開所された

ときには、今この当初予算で出されていま

すけれども、そこの費用負担というのは変

わってくるのか。多くなるのか少なくなっ

ていくのか、その点を教えていただきたい

と思います。 

 検診についてですが、予防事業について

も分かりました。なかなかコロナで令和元

年度と比べると、市民の不安があるからな

かなか受診につながっていないのかも分

かりませんけれども、そこを無理やりにと

かいうこともなかなか難しいとは思いま

すので、コロナが終息したときには、令和

元年度以前よりも多くの方が受診をされ

るような、そんな考えをしていただきたい

と思います。 

 そしたら、次、新型コロナウイルスワク

チン接種事業ですけれども、保健福祉課の

中で、今後こういう部分が不足をしている

からまだ何かを検討していかなければな

らないというものがあるのか、その点を教

えていただきたいと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号３番目で

す。老人クラブの今後についてどう考えて

いくのかというお問いでございます。高齢

介護課としましては、やっぱり事務局です

ので、加入率の増加策、これをしっかり実

施していくということで考えております。 

 令和３年度で申し上げますと、現在市役

所１階のロビーに、「つながりのまち摂津」

の啓発コーナーを設置しまして、市民の方

が自由に持ち帰ることができる啓発チラ

シとか、マスクのセット。そこに老人クラ

ブの活動をまとめた、高齢者のための地域

活動マップも配架をしておりまして、啓発

活動を行っております。 

 それと令和４年度にも新たに事業を考

えておりまして、老人クラブの単位クラブ

の会長とか、連合会の会長にスマホのＬＩ

ＮＥとかＺｏｏｍなど、こういった活用が

できるように講座を実施していきたいと

いうことで考えておりまして、コロナ禍に

おきましても、老人クラブ内で情報共有や

クラブ活動の活性化に役立ててもらうと

いうことで、スマホ講座も考えております。 

 また、新たな周知方法で、しっかりと老

人クラブを皆さんに知っていただくとい
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うことだと思いますので、ライフサポータ

ーが７５歳到達のときの訪問で、老人クラ

ブの活動や内容などが分かるようなチラ

シを配付するとか、そういったことも今検

討しておりまして、様々な機会を捉えて、

周知を図っていきたいと考えております。 

 令和２年度では、経済的な援助としまし

ては、単位クラブの補助金額を定額部分に

当たる２万８，８００円から１，２００円

引き上げて３万円として、補助金の増額も

現在しております。 

 老人クラブの、連合会の役員とも月１回

定例会もございますので、しっかり話し合

いをしていくということで、老人クラブの

方、介護予防をしっかりしていただいてお

りますので、事務局としてバックアップを

していくということで考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号７番、救急医療体制整備事業の三島救命

救急センターの負担金についてのご質問

にお答えいたします。 

 救命救急センターの移転を円滑に進め、

安定した三次救急医療体制を維持するた

め、高槻市、茨木市、摂津市、島本町が移

転に係る費用及び運営費を支援し、その総

額を１０年間で４５億円を上限とするこ

とを確認しております。現在３市１町が三

島救命救急センターの運営費として、毎年

４億５，０００万円を負担しており、引き

続いての支援はこの負担金の１０年分を

上限とするものでございます。４５億円の

うち、移転費用１５億円を除いた３０億円

が１０年間の運営費用となり、人口や患者

数で按分した令和４年度の本市の負担分

は、単年度３億円のうち２，１２４万円と

なっております。 

 なお、高槻島本夜間休日応急診療所につ

きましては、移転は１年後ということにな

りますので、現在３市１町での負担につい

て検討しているところでございます。 

 続きまして、新型コロナワクチン接種事

業についてでございます。 

 新型コロナワクチン接種事業につきま

しては、１０分の１０の国費ということに

なっております。新型コロナウイルス接種

対策負担金というのは、接種費用も全額、

補助いただけるということになっており

ます。新型コロナウイルスワクチン接種体

制確保補助金というのは、例えばコールセ

ンターであるとか、バスの運行であるとか

が対象になっているものですので、こちら

につきましては、しっかりと予定を組んで

やっていかないといけないものでござい

ますけれども、摂津市におきましては、き

っちりと足りなくならないように考えて

おり、心配がないようにしているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 それでは、老人クラブの件

は、つながりのまち摂津ということで、今

進められていますから、自治会も加入率が

減っていますけれども、市としては、市民

が、お互い連携を取りながら、手と手を取

り合ってという、そういう形で進められて

いますので、努力はされているとは思いま

す。 

 なかなか努力をしても減少傾向が続い

ているというのが現実だと思いますので、

そこは市の取り組んでいる部分と、そして

実際にその現実というところはやはり全

庁で考えていかなあかんと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 救急体制の件ですけれども、内容は分か
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りました。 

 新型コロナウイルスワクチンの接種に

関しては、実際に担当の職員の方もそうで

すし、医療機関の方も、本当にもう３年目

ですから、本当によくしていただいている

と思います。本当にご尽力いただいている

方には、何かしら市としてできることの検

討をお願いしたいと思います。 

以上、要望をさせていただいて、質問を

終わりたいと思います。 

○香川良平委員長 ほかに質問ございま

すか。 

 水谷毅委員。 

○水谷毅委員 それでは、まず、１点目、

生活支援課の内容について質問させてい

ただきます。予算概要の６２ページの一般

事務事業です。会計年度任用職員報酬が大

幅に増加しているように思いますけれど

も、その理由についてお尋ねいたします。 

 ２点目、高齢介護課です。４８ページに

ひとり暮らし高齢者等安全対策事業があ

ります。さっきも質問が出ておりましたの

で、要望のみとさせていただきたいと思う

んですけれども、緊急通報装置の件です。 

 現在ＮＴＴの固定電話の回線がないと、

設置ができないということで、携帯社会に

あって、時代にそぐわないような内容にな

ってきているように感じております。見守

りに関しては、水道メーターや電気の使用

推移を通しての方式等、様々な方式があり

ますけれども、最近では、双方向のやり取

りができるＡＩ型のマイクスピーカーの

システムを導入している自治体も出てき

ていると伺っております。マンパワーにも

限界があることもありますので、こういう

ＩＣＴ機器を活用していただいて、人に優

しくてなおかつ手厚い安全対策ができま

すように要望をいたします。 

 続きまして、３点目、障害福祉課です。

５４ページのチャレンジドオフィス事業

についてです。前年と比較して、予算が増

額となっているように見えますけれども、

その理由について教えてください。 

 最後に４点目です。保健福祉課ですけれ

ども、６４ページのがん検診事業について

です。がん検診の受診率向上に向けては、

受診できる医療機関をふやすことが必要

と考えますけれども、摂津市外の医療機関

への拡大についての考えをお伺いしたい

と思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

１番、予算概要６２ページ、一般事務事業

に係りますご質問、会計年度任用職員報酬

の増額理由につきまして、ご答弁申し上げ

ます。 

 報酬増額の理由といたしましては、会計

年度任用職員を令和４年度に新たに２名

任用することによるものでございます。職

種につきましては、長引くコロナ禍におい

て増加する生活保護相談並びに申請件数

に対しまして、一層の適正かつ迅速な対応

を図ることを目的に、生活保護面接相談員

を１名、併せまして生活習慣病の重症化予

防等の健康管理に取り組む必要性が高い

被保護者の方々に対しまして、健康な生活

が送れるよう、生活面から指導していく健

康推進嘱託員を１名、それぞれ任用するも

のでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号３、チャレ

ンジドオフィスに関するご質問でござい
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ます。チャレンジドオフィスにつきまして

は、定員９名でございますが、中途の退職

者が発生したことから、令和４年度の在籍

見込みは５人となっており、実態に合わせ

て、令和４年度の予算計上といたしまして、

６人分の予算を取って計上しております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号４番、が

ん検診事業についてのご質問にお答えい

たします。 

 現在、個別に実施しているがん検診のう

ち、市外医療機関としましては、胃がん、

大腸がん、肺がん、乳がん、子宮頸がんを

大阪がん循環器病予防センターで、また、

乳がんを済生会吹田病院、子宮頸がんを吹

田市１７か所、茨木市１２か所の医療機関

で実施しております。 

 がん検診の受診率を向上するための方

策として、受診機会を拡大することは必要

であり、現在、他市の医療機関に対して、

がん検診の受託について依頼をしている

ところでございます。実施するに当たって

の課題を整理し、調整することができれば、

年度途中でも拡大してまいりたいと考え

ております。 

○香川良平委員長 水谷毅委員。 

○水谷毅委員 まず、１点目、生活支援課

の一般事務事業についてです。報酬の増額

の理由については、おおむね理解をいたし

ました。最近の広報誌にも募集が掲載され

ていたと思います。一人でたくさんの方の

サポートをしていくというのは、なかなか

大変だと思いますので、今後もしっかり人

材の確保に努めていただきたいというこ

とを要望いたします。 

 また、２名中お一人の方が、健康推進嘱

託員とおっしゃっておりましたけれども、

その職務内容について、もう少し詳しく教

えていただけたらと思いますので、よろし

くお願いします。 

 次に、３点目のチャレンジドオフィスの

事業です。令和４年度の在籍が５人という

ことですけれども、そこに至った要因や課

題について、教えていただきたいと思いま

す。 

 次に、４点目のがん検診事業です。受診

率の向上に向けては、受診できる医療機関

の拡充と併せまして、市民の方の受診意識

を高めていくことが大切であると考えま

す。新年度の取り組みの中で、医療機関と

の連携を深めていくことについては、どの

ように取り組まれるのか、教えてください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、水谷毅委

員の２回目のご質問にご答弁させていた

だきます。 

 生活保護を受給されている方には、健康

上の課題を抱えているにもかかわらず、健

康改善に向けた取り組みが低調な状況に

あると考えられることから、保護を受給さ

れている方々の健康寿命の増進並びに自

立助長の観点から、健康増進を支援する取

り組みといたしまして、令和３年１月から

被保護者健康管理支援事業を実施してい

るところでございます。 

 これまでは、保健センターでの健診受診

勧奨を中心に実施してまいりましたが、令

和４年度より健診受診勧奨と並行いたし

まして、生活支援課において、保健師ある

いは看護師の有資格者である健康推進嘱

託員を任用いたしまして、嘱託員が作成し

ました健康管理支援計画に基づきまして、

糖尿病ですとか、高血圧症などの生活習慣

病の方々に食生活改善ですとか、運動習慣
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等を指導することにより、被保護者の方々

の健康な生活習慣の確立、ひいては、医療

扶助費の適正化に取り組んでまいりたい

と考えております。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号３、チャレ

ンジドオフィスの在籍数が減っているこ

との要因及び課題でございます。チャレン

ジドオフィスにつきましては、平成３０年

度に人事課から障害福祉課に所管が移り

４年が経過いたしました。これまでも様々

な課題に直面し、そのたびに試行錯誤をし

ながら取り組んでおりますが、現在の大き

な課題は二つございます。 

 まず１点目は、作業員の勤怠の安定でご

ざいます。これが在籍者が定員を下回って

いる大きな要因でございますが、チャレン

ジドオフィスで勤務する作業員は、就労に

慣れていない作業員、あるいは休養から復

職を目指す作業員が大半で、週５日の勤務

が続くことや生活のリズムが変化するこ

とによって、心身へ大きな負担となってお

ります。その結果、休暇の取得がふえて、

退職に至るというケースが続いておりま

して、在職者が減少しているところでござ

います。 

 あと２点目といたしましては、３年を経

過した作業員の進路のことでございます。

委員もご承知のとおり、チャレンジドオフ

ィスの作業員は市役所での仕事の経験を

生かして、一般企業等への就職を目指して

おります。令和３年度に就職活動を行った

作業員につきましては、新型コロナウイル

ス感染症の影響で雇用情勢が悪化してい

ることもあり、３年間の経験を積んで十分

な能力を有する作業員であっても、一般就

労に至りませんでした。チャレンジドオフ

ィスに勤務することで就労に慣れた体や

生活リズムが、就労が途切れることととも

に崩れてしまうと、その後の就職活動にも

影響を及ぼします。 

 これらの課題解決に向けた支援や運用

方法につきましては、現在、人事課とも協

議を行っておりますが、今後も様々発生す

るであろう課題に丁寧に対応し、作業員の

一般就労につながるよう取り組んでまい

ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号４番、がん検診事業についてのご質問に

お答えいたします。 

 がん検診の受診率向上についての取り

組みでございます。昨年１１月に本市と相

互の連携協力に関する基本協定を締結し

た済生会吹田病院と、共催としては初めて

市民公開講座を開催し、がんの早期発見・

早期治療についての周知・啓発を行いまし

た。同病院は、大阪府が指定するがん診療

拠点病院であり、がん治療はもとより、緩

和ケアの充実、在宅医療の支援、がん患者

や家族等に対する相談支援、がんに関する

各種情報の収集・提供等の機能を備え、地

域におけるがん医療の充実に努めておら

れます。協定に基づき、令和４年度からよ

り一層連携を深めて、事業を展開してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷毅委員。 

○水谷毅委員 まず、１点目の健康推進嘱

託員の職務内容についてですが、内容はよ

く分かりました。受給者の生活習慣の改善

の観点からも有効な内容であると考えま

す。 

 健都には栄養研究所が間もなく移転を

されてまいります。病気になって一番困る
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のは、ご本人であると思いますし、既に病

気を抱えて治療していらっしゃる方もお

られると思うんですけれども、軸足を予防

の点に置いていただいて、重症化を防ぐた

めにも力を入れて今後も取り組んでいた

だきたいことを要望いたします。 

 次に、３番目のチャレンジドオフィスの

事業についてです。新型コロナの影響が障

害者の雇用にも及んでいるということが

よく分かりました。当事者もチャレンジを

続けられていると思いますし、職員の方に

もご苦労があることと思いますけれども、

そこで経験したことやお世話になった人

のことは、ご本人にとっては生涯忘れるこ

とができない貴重な体験、経験になると思

います。どうか根気強く雇用先の開拓にも

力を入れられて、就労までしっかり取り組

んでいただきたいことを要望いたします。 

 次に、がん検診事業の件です。医療機関

連携への取り組みについては、今後も拡充

を続けていかれるという点、大きな期待を

しております。特に、女性特有のがんにつ

いては、なかなか受診するには一定の勇気

が必要な場合もあります。そういう意味で、

ぜひとも早期発見のためにも受診しやす

い環境づくりに、ますます取り組まれるよ

うに強く要望いたします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 ほかに質問ございま

すか。 

 南野委員。 

○南野直司委員 それでは、何点かお願い

だけさせていただきたいと思います。 

 水谷委員からもご質問がありましたけ

れども、がん検診のことであります。近隣

市の病院とのご協力をいただきながら、検

診できる機会をさらにどうか広めていた

だきたいと思います。 

 国保年金課のほうの保健事業のほうで、

出張特定健診をしていただいています。こ

の２月の１９日、２０日だったと思います

けれども、２６０名以上の方が健診をして

いただいたということで、すごくニーズが

あるのかと思います。どうかこのコロナ禍

の中、実施していただきましたけれども、

令和４年度も出張特定健診を実施してい

ただけるよう、よろしくお願いします。こ

れは別府コミュニティセンター、そして新

鳥飼公民館でしていただいております。ど

うかよろしくお願いします。 

 あわせて、このがん検診に戻りますけれ

ども、出張特定健診をしていただいており

ますので、将来的には、がん検診を含めて

セット健診をしていただきたいと思いま

すので、どうか国保年金課と、それから保

健福祉課が連携を取っていただいて、可能

な限り、実施に向けて取り組んでいただき

ますよう、よろしくお願いします。 

 それから、高齢者の方の外出支援という

ことで、新年度にスタートを切ります。ご

協力いただくＮＰＯ法人等々としっかり

と連携、コミュニケーションを取っていた

だきまして、バージョンアップも含めて、

永遠に続けていただける事業として、実施

していただきますよう、よろしくお願いを

したいと思います。 

 それから、ＰＦＯＡの件ですけれども、

健康への影響について、増永委員から質問

があって、そしてご答弁もありました。市

としては、正確な情報を発信していくとい

うことで、副市長からもご答弁がありまし

たけれども、もちろんホームページ等々で

公開されていくという方法もありますけ

れども、どうか市役所を出て、現場に行き、

例えば、別府コミュニティセンター、ある

いは味生公民館を活用していただいて、現
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状を地域の皆さんに伝えていくというこ

とが非常に大事やと思います。水環境にお

いては、暫定目標という５０ng/Lです。あ

るいは、健康への影響については、国のほ

うでこのような科学的知見を集められて、

現在、調査が進められているところであり

ます。あるいは、農作物そして土壌につい

ては、このような分析方法、そして目標値

を今、国のほうで検討しております。土壌

については、ＰＦＯＡの除去方法について

も技術開発が進められています。現在この

ような状況ですということを現場に出て

いって、地域の人に寄り添いながら、説明

していく、これは非常に大事なことだと思

いますので、どうかよろしくお願いします。 

 以上で終わります。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

いたします。 

（午後４時２０分 閉会） 
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